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Ⅰ 国立遺伝学研究所の現状

国立遺伝学研究所が,静岡県三島市にE.開設 きれてか ら,すでに3年余を経

た｡そして私達はいまここに,大きい誇 りと喜びをもって,この第3回日の年

報を世に送ろうとしている｡この年報に収録された 1952年は,我国が広 く世

界に,その独立を立言した記念すべき年であるが,同時にまたこの号に収録さ

れた研究の結果は,研究所員の我々にとっても,まことに印象の深いものがあ

る｡何故かといえば,こゝに記される研究結果の多 くは,3年前に石凍不毛の

地を排して植物を栽増し,附近の農村を馳けずりまわって桑の糞を買い集めて

は,実験室の一角に蚕を飼育 し,あるいはまた数少い机をつなぎあわせて,間

に合せの顕後続をのぞきこんで,しかし高い理念の下に開始した研究が,漸 く

その実を結び初めたものであるからである｡

その後この状態は著しい速度をもって改善されてきた｡私達はすでに,電子

顕微鏡,レントゲン発生装置,あるいはす ぐれた機能を具えた定温,定湿,定照

の実験室を与えられ,また論文5万部を越える図書庫をもつことを許された｡

桑園は漸 く青葉で蔽われ,開場は見違えるほどの地力をもって垂然と区画され

るに至った｡いまや我が研究所･の広い範囲にまたがる各種の研究は,日夜休む

ところなく進展している｡

遺伝学がその誕生後わずかに 50年余を閲したにもかかわらず,その進歩に

素晒しいものがあることは,万人の認めるところであるが,その急激な進歩

は我々の生活に直接にあるいは間接に,すでに著しい恩恵を与えてきた｡その

事実は,例えば我々の衣食を供給する農作物あるいは家蚕の,明治以来におけ

る生産量の選者な増大を見ても明かであるO学‡削こおいて も,遺伝学の進歩

は,すでに生命の本質に触れつつあって,いまや昔日の生物学を一変せしめて

しまった｡

本研究所は,いうまでもなくこの急速な進運に歩調をあわせて,所員の懸命

な努力の下に,着･々 と研究を進めつつあるが,しかし,研究所の規模は,依然

最初の計画を遠ざかること甚しいものがある｡我々は当初,遺伝学研究の国家

的緊要性を強調し,人界に関する遺伝研究を初めとする 10部門の設置を主張
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した｡しかし当時の社会情勢はそれを許さず,その内3部門のみをもって出発

することになったのである｡しかしいうまでもなくこの状態が続 くべきではな

い｡
我々は研究所の規模が透かに拡大され,少 くとも現代の世界の遺伝学界に伍

して,ひけ目のない研究を推し進めうるようになる日の1日も早いことを切盟

している｡

それはさておいて,我々が,現在我々の研究生活において,日常苦悩 してい

る1つの具体的な困難について触れておかねばならない｡それは,現在の機構

における各部門の研究員及び研究補助員の不足である｡

研究所の使命は,いうまでもなく研究業績を上げることを もって第一とす

る｡筏って我々はいかなる困難をも乗り越えて,研究作業を進めねばならな

い｡一方遺伝学的の研究が,近代統計学的検討を経て初 めて論議の対象にな

り,業績に結果することはここに更めて述べるまでもないことである｡このた

めに多 くの実験研究は,かつての如 き′ト規模な実験計画を捨て,多量の材料を

扱い,精密な実験結果をうるに足るような規模に変ってきIこ｡その上研究所員

は,いずれも研究所の国家社会に対する責任を痛感し,研究の着実な成功を期

するために,数多の予備実験と本実験とを平行的に強行している｡そしてそれ

らに要する尤大な労働量にもかかわらず,それらの研究を担当している研究者

は,各研究室について,自らを含めてわずかに2名乃至3名の労働力をもつに

すぎない｡その結果は,当然研究者の過労を憂えねばならぬ状態に陥りつつあ

る｡

いま我々はこの第3号を刊行するに当って,その業績の1つ1つに払われた

研究所員の莫大な労苦を想起する｡そ して ここに,研究の正常な進展のため

に,一般の理解と同情をえて,研究員及び研究補助員の増加,研究所の横棒の

拡充の1日も早 く実現することを,心の底から念願してやまぬものである｡



ⅠⅠ 研 究 室 一覧 (昭和 27年 12月現在)

一 ･吋

併 任 職 員

非常勤研究員

篠遠 喜入 (研究第 1部),木 原 均 (研究第2部)

7°ラ･ア1)ス ･1)l)ェ･/フェルト,津田誠三 (研究第2部)

むつ



4

ⅠⅠⅠ 研 究 課 題

態 目

(A)乗尭成e}ため引続を研究するもの
1.蚕の不安定遺伝子に関する研究

2.優位遅れ蚕の研究

3.劣位遅れ奉の研究

4.梓蚕の日長効果と遺伝

5.医学研究用ネズミの遺伝学的純系の分離及び保存

6.麦類の放射線遺伝学的研究

7.コムギ近縁種としてのカモジグサのゲノム研究

8.コムギ五倍雑種の子孫における零染色体植物

9.コムギ鋳病抵抗性品種の育成

10.甜菜の三倍体による育種

ll.ヒガyパナ尾の起源とその分布

12.柑橘の遺伝育種学的研究

13.花色の遺伝生化学的研究

14.性染色体の起源に関する研究

15.植物の系統と染色体 との研究

16.植物器官における左石性決定の遺lz-学的研究

17.集EB遺伝学の理論研究

18.高等植物における性分化の起源

19.有用生物の蒐集とその保存

20.薗環の細胞遺伝学的研究

21.人環の/J､現時形の遺伝学的研究

22.テントウムシによる集団遺伝学的研究

23.ショウジオウバ-における形質表現に園する研究

24.果菜英頁の遺伝学的研究

25.植物集団における異個体間の競争に関する研究

26.植物育種における選択の理論及び実験的研究
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27.絹糸虫涙のパイラスに関する研究

28.蚕の死卵及び不受精現象に関する研究

29.遺伝子発現機構に関する研究

30.蚕の発生遺伝学的研究

31.染色体の微細構造に関する研究

32.蚕の細胞遺伝学的研究 (矧 こ異数体について)

(Ii)新たに研究を開始するもの

1.蚕の致死因刊 こ園する研究

2.蚕の遺伝駒崎型の研究

3.小卵系の連関遺伝

4･ノ､ツカネズミの頗癌に対する感受性の遺伝的変異に
園する研究

5･ネズミ及び- ツカネズミの致死遺伝子に関する研究

6･超短汲超音汲による変異の遺伝学的研究

7.タバコのⅩ昧突然変異の研究

8.倍数性と接木との輿係

9.花井の不稔性に関する研究

10.各種色素顕の生成機構に関する研究
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24.昆虫細胞のミトコyドリアに関する研究
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ⅠⅤ 各 研 究 室 の 概 況

A 研 究 第 1部

田 中 研 究 室

田中の蚕の遺伝に関する研究は過去2カ年問福岡分室で行ってきたが,養蚕

室の新設により本年度は初めて所内において蚕を飼育することができた｡飼育

数畳は第 1期 126区,第2期122区,第 3期 107区である｡しかし竣功したの

は予定計画の 1/Sに過 ぎないため,場所が狭 く作業に不便で,かつ冷蔵設備の

ないため蚕種及び繭の貯蔵が意に任せず,そのためか夏秋蚕特に第3期の飼育

成績が不良で,全滅した蛾区も少 くなかった｡桑園は肥増宜しきをえて将薄な

土質としては意外に繁茂したが,クヌギは植栽後全く放置されたため,本年 3

年目になったにもかかわらず発育不良で使用に耐えず,杵蚕の飼料には苦心を

極め,第2期飼育は遂に断念せざるをえなかった｡

(I) 不安定遺伝子と遅れ蚕の遺伝 (田 中)

実験は前年度に引き続 き不安定遺伝子と遅れ蚕の遺伝に関するものが主流を

なし,その外に幾つかの′トきなテ-マがある｡不安定遺伝子については禍円,

多星紋,こぶの各形質に属する種々なる亜系を飼育しているが,これは系統保

存を兼ねて淘汰の結果を見るためである｡それ以外ではK多,L多への淘汰,

L8.0.10及びL ｡.5.6.0.8等位来なかった亜型の育成を試みた｡K多への淘汰はす

でに 1代で効果を現し,K5.0から多数のK5.8,K5.昌(8は第 8環節の片側に

こぶを有するもの)を生じた.L8･0.1｡や L4.5.6.O.Sの両亜型は淘汰がそれほど

有効でなく,亜型の中にも育成の容易なものと困難なものとのあることを確認

した｡mss.0.10の育成もまた後者に属する｡

本年度における最も顕著な成績は,褐円の稜 々なる亜型と多星紋の1亜型とヾ

杏,それぞれ非褐円または非多星紋と正道的に交雑す ることによってえられ

たo/これは後に研究業績として報告する｡多星紋のうち第4環節に星紋を有す

るものは,多年系統が中絶していたところ,本年は計らず筏乗とは別の系統か
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らも自然爽然変異により多数の個体を得た (後輩参照)0

褐円及び多星紋の亜型を支配する変更因子に人為突然変異を起させる目的

で,第2期の産卵に高温衝撃叉は遠心力を作用せしめて第3期に飼育したが,

Flにおいては演著な変化は認められなかった｡来年度には F皇を飼育する一

方,新たに設置されたレントゲン装置を利用し,Ⅹ線による変更因子人為突然

変異の実験を行 う予定である｡

杵蚕の卵期における日長効果は多年の宿題であった｡この間題を解決する目

的で行った実験の成績は後茸に譲るC

(Ⅱ) ネズ ミの遺伝研究と系統育成 (土 川)

ネズミ飼育蓋には 1951年8月以来 12.5坪の木造仮設合を当て おゝり,咲

い上に保温その他の設備が不完全で,飼育並びに実験上不便を感 じていたが,

来年度には約 90坪の飼育室が建設される予定になっている｡

当初の飼育系統は全部北海道大学理学部動物学教窒 (牧野研究室)で飼育保

存されていたもので,現在 Ralius3系統,Mus15系統計約 5,000頭 を飼

育 している｡さらに近 く米国 NationalCancerlnstituteの Dr.HESTON の

好意により,乳癌や白血病の発生率の高い9系統が輸入されることになってお

り,またすでに米国から大阪大学医学部第 1病理学教室に移されている3系統

がこ にゝ到着する予定である｡

現在育成中のものには高率発癌系統の分灘がある｡現在までに病理学的検討

を終ったものとしては,概して乳癌が多 く,しかもその多数の個体に肺,淋巴

院等への転移が認められる.また各種病原欲生物に対する抵抗性並びに感受性

系統の育成を,東大伝染病研究所,国立予防衛生研究所及び阪大医学部と協力

して進めている｡

研究のテーマとしては週期性脱毛 (Alopeciaperiodica) と Recessivespo-

ttingの変異に関するものとがあるO前者は当所飼養の B72系統に生 じた突

然変異で,aP/aPの最も顕著なる特徴は,被毛の週期的な脱落と再生とである

(10-15日)O この形質の遺伝学的研究のほか,多面的に発現する特徴の発生

学的研究を行っている｡

後者についてはすでに多 くの文献があ8'が,役来主として白斑の大いきに重
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さをおき,発現部位との関係を考席に入れることが少かった｡この点を再検討

しつ 白ゝ斑発現部位と大いさに関する変異について研究を続けている0

聴 村 研 究 室

研究テーマは3つに大別できる｡即ち,(1)コムギ及び近縁種の細胞遺伝学

的研究,(2)人為突然変異の研究,及び(3)甜菜の三倍体利用による育種であ

る｡

(I) ゴムギ及び近縁種の軸椎遭伝学的研究

五倍コムギ雑種の子孫に出現する 20ⅠⅠの替性固定瞳は,Dゲノムの 1対の

染色体を失ったもので D-零染色体植物とよぴ,7種塀あ る. SEARS博士 は

Chine紀Spring(Triticumvulgwe)より21通 りの零染色体植物を育成 し

た｡その中,Nulli-ⅩⅤ～ⅩⅩⅠが筆者の a～g一審性に当 り,その異同が SEARS

博士の結果と一致しない点を確めているOまたa～g-優性より出現するa～g一

二巨態の増加した染色体の同定に SEARS博士のNulli-Ⅰ～ⅩⅠⅤが利用されている

(第17回植物学会大会に一部報告)0

a～g一五態はDゲノムの染色体をABゲノムのそれらで置換えたものに当る

ので,鋲病抵抗性品種育成にこれらの互態が利用されている｡この研究は鏡柄

の専門である東京教育大学農学部平塚直秀博士の協力によるもので,同博士の

捻合研究の一部をなしている｡

コムギ近縁種としてのカモジグサの研究は,Agrobyrumtriticeum (n-7)

が果してコムギ属のBゲノムだけをもつものかという問題があるoBゲノムは

Agrobyrum属に含まれていることはゲノム分析より明かになったが,BB植

物が何であるかの決定は難かしい｡在米中の牧野佐二郎 ･山下孝介両博士の好

意で採集された野生種は今後大いに役立つであろう｡

(Ⅱ) 人某突然変異の研究

人為突然変異とくにⅩ線による染色体異常の研究は一粒コムギ (n-7)によ

って行われ,Ⅹ線の波長が異常率に関係あることを裏書きした (後章参照)｡

遺伝子突然変異体も稜 々発見され,遺伝現象が研究されている｡この中には早
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生,大粒などの育種学的に有望な形質も含まれている｡7,8月には京大農学

部学生阪本寧男君がこの研究の一部を手伝った｡

タバコ属や 2,3の花井についてもⅩ娘突然変異の研究が行われ,その育種

学的利用が考えられている｡この方面は主として当研究室の藤井太朗が実験し

ている(後輩参照)｡また 7,8月には浪速大学農学部学生海老原宏君が卒業論

文の実験にNicolianasylveslrisのⅩ線染色体異常を観察した.

一粒コムギの超短波照射実験は成功したとはいえないが,-階段をへたので

纏められた (後輩参照)0

Ⅹ線照射の実験は本年度立派なⅩ線墓が完成し,硬軟各種のⅩ線を照射でき

る3つの発生装置 (200KVP3mA;75KVP30mA;20KVPIOmA)が据え

つけられ,紫外線発生装置も近 くできあがるはずで今後の発展が期待される｡

またこの研究は野口禰吉教授の給合研究 "人葛突然変異の世論と応用に関する

研究"の一部をなしている｡

(Ⅲ) 潮■菜の三倍体利用による育種

甜菜の三倍体の研究は木原生物学研究所で昭和 16年より始められたものの

継続で,最初から京都大学農学部望月明助教授との共同によるもので,最近は

北海道大学育種学研究室,北海道農業試験場,日本甜菜製粉会社の協力をえ

て,やつと本年度初めに三倍体1組合せが 3nl1号として奨励品種に指定され

るに到った｡試験研究費も25年より3ヶ年配分･され,その成果の刊行が具体

化しつつある (後輩参照)0

当研究室としては於柑清二と藤井太郎が研究に当っているだけで,山本万寿

代と農夫1名が常に手伝っているOその他は臨時に手伝いを依績する程度であ

る｡

古 里 研 究 室

(Ⅰ) 柑桶の遺伝に的する研究 (古 里)

柑橘寮には柑橘特有の遺伝に関係ある現象,あるいは特性ともいうべきもの

があるので,それらの点を対象として欠のような研究に徒事している｡
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(A) 種子の多圧現象と遺伝

柑橘には多旺性種子のものが多 く,その旺数 も一様でない｡その旺数の変化-

が如何なる理由に基づくものであるかについては,未だ明らかでないので,そ

の理由を追求するために,単腔と多陸との関係,あるいは多胚種子における陸

の増減等の問題を解放する方法として,ホルモンとの関係,及びその他二,三の

外的,内的条件の変化が,多腔に及ぼす影響について研究を行い,さらに柑橘

の雑種育成の笹路である,有性肢の完全発育の方法を講 じたいと考えている｡

同時に単腫種子の多陸化の可能性の有無について,-,二実験を試 みつ ゝあ

･Jj｡旺発生学的な観察では珠心細胞の内層に当る部分･が,受栴後,珠心腔から

形成きれることは,すでに確めたが,珠心陸に四倍体の発生する頻度が高いの

で,その発生横棒を究めるため,細胞学的な点より観察を行っている｡

(B) 珠心歴の遺伝性と倍数体の発生

珠心腔より発生した個体は,母親に比較して強勢を示すが,その理由につい

ては明らかでない｡遺伝的には両者共同じものと考えられるので,この強勢現

象は受精後における花粉の影響を考慮に入れなければならないであろう｡その

ため花粉親を異にした無性旺植物を育成し,それら相互間の比較を行い,花粉

の影響が強勢と如何なる関係にあるかについて確めようと試みている｡また珠

心隆から発生した倍数体が,人為的に育成した倍数体と如何な,JJ遺伝現象の相

異を示すかについて,両者の比較を調査中である｡

(Ⅱ) 倍数性植物の利用に開する研究 (古 里)

倍数性植物はある場合には,育種の目的に合致し,利用価値のある品種とし

て用いられるが,一面ある榎の作物では却って不良な結果を来す場合 もある｡

そのためまだ倍数体として利用価値の末判定の種類,あるいは品種について,

順次倍数体を育成し,その植物が現わす特性の変化,とくに耐寒性,耐病性,

収量等を調査し,同時にその利用価値についての判定を行いつつある｡すでに

倍数体として利用されているものにおいても,さらに研究を要する点が多 く残

されているものもあるので,これ等の問題について研究を続行中である｡西瓜

の三倍体は種子なし果実として,甚だ有用なもので,利用価値は高いが,枇の

発達のいちじるしい場合があり,晶質を害するので,その原因について旺発生
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学的な研究をなし,あるいはⅩ線照射,温度の変化,花粉の影響等の諸種の条

件下における,枕の発達の変化の状態について調べている.三倍体における枇

の発達は西瓜に限らず練瓜,甜瓜にも同様に見られ,三倍体の利用上共通の不

利な問題であるので,これについて解決の方法を試みている｡通常,三倍体の

育成方法としては,四倍体を母とし,二倍体を父とした場合の方が,逆の交配

の場合より稔性が高いので,この方向に交配が行われている｡しかしタバコ等

では逆の方向,即ち二倍体を母とした方が種々の点より利用価値が高い傾向が

認められたので,この間題について,さらに実験を継続中である｡

また,倍数体の-利用方法として,砧木に使用した場合の価値について検討

中である｡

(Ⅲ) 花色の遺伝生化学的研究 (遠藤 ･宮沢)

花色の遺伝生化学的研究をクロマT･グラフ法及び分光分析法等を用いて行っ

ているO材料は三色スミレ (12品瞳),マチオラ (6品種),スィ-I.ど- (5品

種),千-/ギョソウ (7品種)である｡これらをペ-パークロマトグラフにより,

まず最終段階における各花色の構成色素を正確に決定し,色素構成と花色との

関係,あるいは共存する成分色素問の化学的関係,及び生合成過程を追跡 し,

これを支配する遺伝子並に環境条件の影響,あるいはⅩ線による色素形成に関

与する遺伝子の突然変異の方向等を分析しつつある｡この外 トウガラシの果実

においても,同じく色素形成に関与する同義遺伝子数の推宅,及び変色過程の

細胞組織学的観察等をも行っている｡

一方若干の高等植物における花葉間のフラボノイド成分･の分布を,ペ-パー

クTlマ1.グラフにより調べ,その属内及び属問の生化学的分化を調 査 して い

るO
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B 研 究 第 2静

小 熊 研 究 室

本研究室においては′ト熊室長の下で木村が数理集団遺伝学の研究及び禾穀類

を材料として,植物器官における左右性決定の遺伝学的研究を行っているo

(Ⅰ) 数理集団遺伝学の研究 (′ト熊 ･木村)

(A) 集団構姓に関する研究

種の分化との関連において最近注目を引 くようになったものに集団構造の間

題があるOこれまで理論的研究に対して Wrightの畠模型と連続分布の模型が

考えられたが,本研究では両者の性質を兼有する飛石状模型を考案し,隔離と

遺伝子頻度の地域的分化との関係を調べた｡

(ti) 淘汰作用の檎金的変動と集団中における遺伝子頻度の同時分布

集団が非常に大 きい場合にも淘汰作用に機会的変劫が起ると,これによって

集団の変異が減退する｡この過程は今まで不明であったが,1対の遺伝子の場

合に偏俊介方程式の方法を通用し,この過程を明かにすることに成功したoま

た淘汰作用に機会的変動があると,一般に相異った遺伝子についての頻度の同

時分布はWrightの分布式では与えられない｡しかしこれはFokker-Planck方

程式を多変数の場合に拡張したものを通用することによって達成される｡2種

の遺伝子間に相互作用のある場合について現在研究を続行中であり,若干の場

合には偏教分方程式の一般解を得ることに成功 しているO

(a)工IltrOgreSSivehybridizationの適確における染色体部分の組換について

Introgressivehybridizationの過程において導入された染色体部分が淘汰と

組換の作用を通して集団中に拡散 して行 く過程を定差積分方程式を用いて研究

し,個体の全遺伝子が交叉の起きぬ多数の染色体に分散している場合と,少数

の交叉の起きる染色体対に分配されている場合と比較することによって,交叉

の意義を追究した｡

(D) 白殖相物における芳性遺伝手の恥 と染色体称分の導入

この研究は大原鼻研の高橋隆平博士から依頼を受けて始めたものであり,オ
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オムギの並性とウズ性 (uzuz)との雑種第2代でウズ性個体のみを残した時,

その中に並性親の染色体部分がどの程度導入されているかを明かにしてはしい

とのことであった｡現在はこの間題を一般化し,雑種の自殖第 n代で劣性個体

のみを残 した時,集団中に優性親の染色体部分がどの程度導入されるかを計算

中である｡

(Ⅱ) 植物器官における左右性決定の遺伝学的研究 (′ト熊 ･木村)

本研究は植物器'酌こおける左右性決定の横棒を実験遺伝学,実験形態学並び

に統計的分析の三方面から追究することによって,形態形成における遺伝子作

用の一端を明かにせんとするもので,現在京大農学部遺伝学研究室の人々と協

同で行っているものである｡

(A) 小蒲排列における左右交互性

左右交互性の低い Triticumiurgidumvar.m.grobarbatum (AABB;2n-

28)を交互性の高い T･〝北郷COCCumflavescens(AA;2n-14)に連続戻交

雑することによって,左右交互性はAゲノムの各染色体に広 く分布している多

くの遺伝子 (Polys-ene系) によって支配されるという結論をえた｡また左右

交互性は花芽の分化期にⅩ線照射,栄養コ-/ト｡-ル,日長処理を行 うことに

A:り,ある程度実験的に支配しうることを知った.

(B) 芽生第1薫のた▲み方における左右牲

コムギの各種では,芽生第 1葉の左たゝみのものと,右た みゝのものとの出現

の割合は,′ト穫中における瞳子の位置によって異っているのが一般である｡そ

の差が著 しい T.turgidumvar.mlgrobaybatum (AABB)とその差がほとん

どない T.TimoPheevi(AAGG)との交配から,この形質が polygenicpre-

deteminationとして説明しうることを知り,さらに詳細を明かにする目的をも

って,現在,両凝,Fl,及び両親-の戻交雑第 1代及び第 2代を育成中であ

る｡またオオムギの数十系統についてもこの性質を調査し新たな知見をえたの

で,その遺伝学的分析を計画中である｡
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-竹 中 研 究 室

本研究室の研究は3に区分することができる｡(1)性の決定と分･化に関する

研究,(2)タバコ属の細胞遺伝学的研究,(3)欲生物の遺伝学的研究.この外

染色体変異,核型等の研究も行っている｡

(I) 性の決定と分化に関する研究 (竹 中)

大麻 ･スイバ ･ホウレンソウ･アスパラガス･ヒロ-ノマンテマ等の雌雄異

株植物を用いて,コルヒチン処理によって倍加し,その子孫における性形質の

種々の表現度を常染色体と性染色体との関係において,またⅩ線処理による子

孫の性表現と染色体異常等との関係において研究をすすめている｡

大麻では性の決定が常染色体数とⅩ染色体数との比で,あるいはⅩ染色体と

Y染色体との比でなされるかどうかを吟味するため,本年度だけにても,倍数

体と異数体との 74個体の根端細胞の染色体を調査した.またヒp-ノマンテ

マiこおいても, Warmkeや′ト野の倍数体における研究の重要点である性形質

の表現が,Y染色体に大いに関係 しているという事実を確認 した｡そして安定

な四倍性の雌雄それぞれの植物をつくった｡

雌雄同株または両全花のナデシコ属植物やオダマキ等を用いて,Ⅹ線照射に

より染色体異常または遺伝子突然変異を起させ,雌雄異株植物の創生を計って

いる.すでにナデシコ規ではせ堆個体を多数につくり,その研究は若干すすんで

いる｡

次に三倍体で性について不安定な間性植物を用いて,生理的刺戟により,例

えば性ホル モ -/処理によって,雌または堆-の二次転換の研究も行っている｡

これは今のところ余 り希望のもてる結果には達していない｡

(Ⅱ) タバコの細胞遺伝学的研究 (竹 中)

本年度においては,タバコ属の種問交配と品種間交配 675阻を行って 45組

合せに撞子をえたO昨年度えた交配撞子 49組合せを播陸して 29粗の発芽を

見た｡その中6粗は母系撞のみを生じた.残 りの 235阻について外部形態と紬
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胞学的研究を行ったOまた第 1部稔村研究室の協力をえて,Nicotianasylve･

sirisに種々の遺伝的変異体をつくる目的をもって,N.sylvestrisの稜子に

Ⅹ線照射を行い,それより生 じた植物の外部形態と細胞学的の研究を行った｡

(帆) 微生物の遺伝学的研究 (飯野 ･津田)

本研究は飯野が主として黒穂菌を用い,津田か主としてアオカビとコウジカ

ビを用いて行っている｡

男簡菌では,生活環を任意に制御して有効に遺伝生化学的分析を進めるため

に,生活環の各段階を経過する条件を分･析している｡′ト生子接合の最適pH及

こヾC,N狼の影響,生育期と接合率との関係等については研究を経った｡日下

接合によって生じた複核菌糸の生育条件についての分析を行っている｡

二次に連関群の決定を行 うために,野生系統, methionine要求系統,isoleu-

cine要求系統,thiamin要求系統,melanin欠乏系統等相互間の交配を行っ

て遺伝子の分析を進めている｡

また代謝突然変異を用い,metllionine合成能,澱粉分解能,melanin形成

能について,代謝能力の獲得が遺伝学的にどのような過程を経て行われている

かを調査している｡また methionine要求系統において,1遺伝子の突然変異

が,生体代謝系に対 して,どれだけの生化学的作用を及ぼすかを調べ methio-

nine合成反応段階に関与する choline,PABA,vitaminB12,あるいは阻害剤

としての sulfonamide誘導体に対する反応を研究した｡さらに増地へ排出き

れる生産物の比較を行っている｡

次に化学物質の突然変異誘起に関して streptmycln及びtropolone誘導体に

ついて研究を行った｡p-aminoacetyltropolone処理区からthiamin要求突然

変異を三層検出法により分散 した｡

アオカビとコウジカビの研究では,それ等の突然変異の間に,それぞれ he･

terokaIYOnをつくり,その細胞遺伝学的及び遺伝生化学的研究を行った｡

また津田は大腸菌の有性生殖様機構を確めるため,その核を染色法により,

また電子題徴鏡法により,明瞭に検出すべ く研究を進めている｡また細菌性ザ

イルスの増殖に閑し遺伝との関係において形態学的ならびに生化学的研究を開

始 した｡
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C 研 究 第 3部

駒 井 研 究 室

駒井は本年も引続 き人類及qr諸動物の集団遺伝学的研究を行なったO人類に

ついては,典型的短指の家系3について報文を完成し,今出版手続中である｡別

に過剰指節及び多祉の家系1の研究をほ 完ゞ了した｡これらは集団遺伝学以外

の分･野である｡次に′ト頭については3年来,名古屋大学の岸本教授と公衆衛生

院尾崎博士と共同の研究を続けている｡これは別項にも述べた如 く,人類や晴

乳動物において比較的普通に見られる型の異状に属する｡すなわち明かに遺伝

子によって起るもののほかに,全 く外因に帰せなければならぬものがあり,ま

た母の遺伝質を考えるべきことを示唆する場合 もある｡これらの点につき現在

より一歩でも知見を進めることができたら,大 きな貢献だと思われるCなおこ

の′ト頭の遺伝子は稀なものであり,その頻度や突然変異率は,集団遺伝学の方

法によって,ある程度明かになると思われる｡

猫の毛色の遺伝については,これを集団遺伝学の方法によってある程変の解

決をうると考え,三島市その他で飼猫のセンサスを行なった｡その結果,茶色

の遺伝子が伴性であり,黒 ･碓などは常染色体性のものであること,三毛は茶

の-テロの状態のものであることが疑えなくなった｡

次に昔から問題になっている三毛の雄の成因,その生殖力欠如の理由につい

ては,新たにⅩとYとの問の交叉の結果,Ⅹの茶色遺伝子がYに移 り,Yの雄

生殖力の遺伝子がⅩに移るためと考えた｡この説の当否を確めるため,三毛雄

の資料を集め,40ほどをえたが,この説と相容れないものは1つもない｡

昆虫頬の中では,2榎の蝶,すなわちモンキチョウとミドt)シジミについて

一通 り研究を完了し,発表済または発表手続中である｡テ-/トウムシについて

は,本年中さほどの進展を見なかった｡ショウジョウバェのある種について研

究に着手したが,まだ特に報告するような成果を挙げていない｡

オナジマイマイについても,研究を続けている｡ことにこの的牛について,

以前から研究し,多 くの報告資料を持っている新潟大学の江村教授の協力を得

ることになったので,一層豊富な材料によって結論を出すことができると考え

ik;..･
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ているOちようど欧州では他の的牛 Cepalaについての集団遺伝学的研究が,

このごろ盛んに行われているのと相まって,吾等の研究 も相当注目に借する成

果を挙げることを期待する｡

吉田は昭和 27年5月着任後,直ちに北海道大学在職中から行なっていた癌

細胞の細胞学的研究に着手し,ネズミの武田肉睦,-ツカネズミの滝沢ヒノン

癌等に研究を及ぼし,これら癌細胞の染色体粗成について,かなり明かな知見

をえた｡武田肉睦細胞の中には明かな四倍性細胞,またはこれに近いものが見

出され,また滝沢ヒノン痛では高倍数性細胞が多 くある｡これらの知見は牧野

等の他瞳の癌細胞の研究と合せて,揺さ阻概の本性について,有用な手がかりと

なるものであるOなおこれらの知見は,細胞質内の細欲構造を明かにすること

によって補われ,一層癌細胞に関する吾等の知識を増進するものと期 待 され

る｡

次に吉田はヒマ蚕 Philosamiacynlhiaの3亜種の染色体,及びこれらの間

の雑種の染色体行動を調べこれらの亜種の起原を考えた｡この種の日本及び台

湾に産する亜種 P.C.Pryeriの染色体は 2n-28,n-14である｡インドの

アッサム地方産の P.C.riciniの染色体数 もこれに等しい｡ところが満州及び

朝鮮産の P.C.Walkeriという亜種は 2n-26,n-13である｡

これらの諸亜種について,川口栄作博士と共同して種々の組合せの交灘実験

を行い,雑種における染色体の行動を調べた結果次のことが分･つた｡染色体の

2n-28,n-14である2亜種は,2n-26,n-13の亜種の染色体の 1つが重

複によって生じたものであり,また P.C.Pryeriと P.C.Walkeriとの間

には,非相同染色体の問に相互転座が起っている｡

また吉田は岐阜大学生後藤悦男と共同して, ウ1)-ムシ Rhazlhidopalpa

fe7才Walisの性染色体を調べた｡その結果この塵の性染色体は 2Ⅹ-Y であ

り,2個のⅩは連なって大形のⅤ字形をなしている.-ムシ斉の染色体数は一

般に 2n-30前後であるのに,ウ1)-ムシは 2ナ名-59(令)である｡これは恐

らく染色体数の倍加によって起ったもので,この変化とともにⅩもまた倍加 し

たものであろうと考えた｡

f

､ギ
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酒 井 研 究 室

この研究室は植物の応用遺伝学的研究を主題とし,酒井,後藤の他,特別研

究生鈴木,研修生井山 (東大農学部学生)及び同川口 (東海大学工学部学生)

により,三欠のような項目について研究を行っているO (1)植物における競争,

(2)量的形質の遺伝, (3)育種の理論｡

(I)植物における競争弟

この研究は次のような課題に分けられ,各研究室員の協力の下に行われてい

る｡

(A) 競争分散に関する研究 (酒井･井山)

イネ ･ムギにより,植物集団内の競争による余分の分散に関する実験を行っ

ているが,その結果の一部は日下印刷中である｡また競争効果を含んだ雑種集

団の各種分散の分析推定式を作 り,実験的証明を待っている｡

(B)故事の働書方に関する研究 (酒井 ･後藤･鈴木)

イネ ･ムギにおいて正三角形の1本植により,6個体とりかこみの効果を実

験し,周因の異型個体が0より6になるにつれて競争効果がいかに変化するか

を明かにしようとしている｡また植物間の距離が競争効果にどのような影響を

与えるかについて目下オオムギで実験中である｡さらにまたオオムギの品種間

の競争が,播撞期と施肥量の変化によっていかに変化するかを目下実験中であ

る｡

(C) 競争力の品種間差異とその遺伝 (酒井 ･後藤)

イネ ･オオムギで競争力の晶瞳問差異を研究し,さらに競争力に関する遺伝

子分･折を行 うため,目下研究続行中である｡品種間差異に関するデータは既に

一部発表の段階にある｡

(D) 倍数体の競争力に関する研究 (酒井･鈴木)

同質倍数体及び異質倍数体の植物進化における役割を明らかにす/3ため,オ

aB)この研究は駒井卓博士の主宰する綜合研究 ｢集団遺伝学の研究｣の分担研究とし

て文部省自然科学研究費の鼓助をうけている｡
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オムギ,イネ,Abelmoschus,コムギとライムギなどを使って実験的研究を行

っているが,その一部は既に発表の段階にある.

(Jjl) 作物品種の退化a)原田とLての競争に関する研究 (酒井･鈴木･井山)

陸稲の栽増集団に混入し,陸稲の品質収量を低下させる,いわゆる赤米につ

き,陸稲との競争の分析を行い,さらに自然交配とそれに続 く戻交配及び分王雄

による陸稲品種の漸次的劣悪化の可能性を実験的に追求しようとしているが,

その一部は既に発表の段階にある｡

以上の他,イネ･ムギを材料とし,競争による植物集団の構成変化の実験を

行いつ あゝり,また競争に関する突然変異を得ようとして実験を行っている｡

さらにまた-ワ†l)について雛の成育に関する競争及び競争力の品種内及び品

種間変異につき実験を計画している｡

(Il) 量的形質の遺伝

この研究は次のような課題に分けられ,それぞれ室員によって分担されてい

'Do

(A) ナスの圭的形質に関する研究 (後 藤)

ナスの果実の形質を主として,各種の量的及び生理的形質の遺伝子分析を行

い,その一部は既に印刷中の状態にある｡

(li) T･ウガラシの量的形質に関する研究 (鈴 木)

トウガラシの果実,花器,葉などの,細長さにおいて異る2品種の交配によ

ち,各形質の細長さがそれぞれどのような遺伝子的関係によって決定されるか

を明かにしようとして,目下実験継続中であるO

(C) タバコの薫の形質の遺伝学的研究 (井 山)

タバコの葉の中骨歩合を主とし,享菓型その他の形質をも併せて遺伝学的研究

を行いつ あゝるが,その一部は既に発表の段階にある｡

(Ⅲ) 育 種 の 理 論

この研究は酒井 ･川口･井山によって行われ,目下のところ主として自殖性

植物の育榎法,雑瞳集団における選抜の理論などにつき研究が行われつ あゝ

り,その一部は発表の段階にある｡なお酒井は本研究に閑し,農林省農業改良
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局より試験研究費を受け,東京大学像尾教授,京都大学赤蕗助教授,九州大学

永椅助教授及び農林省農業技術研究所,農林省地域漁業試験場及び北海道,育

森,静岡の各道府県立農業試験場の研究者と協同研究を行いつ あゝる｡

辻 田 研 究 室

この室で研究の主目標とするところは発生遺伝と細胞生理遺伝である｡しか

し設備及び試薬などが不備のため,身近に実験しうることを行 うという方針を

とってきたため,これまでやや研究範因が分散する傾向となった.しかし年と

ともに漸次実験室も巷備きれつ あゝり,所期の方向へ研究の調整を行いつ あゝ

る｡

以下研究課題と損当者名を記載する｡

(Ⅰ) 蚕の発生遺伝に関する研究 (辻田 ･坂口)

(A) 家蚕の時形系統に関する研究

家蚕のいろいろの崎形系統を用いて遺伝子分析及び崎形体制の分化について

発生学的研究を行っている｡OK系統の崎形表現度と環境との関係について実

験を続行 している｡この系統の遺伝子分析において普通染色体 (第ⅠⅤ染色体)

だけでなくZ染色体にも関係があるような結果をえたが,これについてはさら
に追試して確かめたい｡

なお尺燥蚕によく似た自然突然変異体について遺伝子分析を行っている.

(B) E遺伝子群に関する研究

E遺伝子群の致死作用について研究を行 う一方 E遺伝子群の分析とくに遺

伝子相互間の三阻換について研究している.EHとEKpとの交叉については,

-･応研究を経ったのでその結果の要約を記載した.EMsとEKcとの関係につ

いて過去3ヶ年の経過をまとめて考察した｡さらに ER とEMs との交叉型と

考えられるものについて調べているが,未だ疑問の点が残されているのでさら

に研究を続ける｡
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(Ⅱ) 蚕の細胞生理遺伝に関する研究 (辻田 ･坂口)

(A) 黄色死蚕に関する研究

黄色死蚕の遺伝とその致死原因についての遺伝生化学的研究を行っている｡

昨年の実験結果の要約は後述の如 くである｡

(B) アルビノ致死蚕に硯する研究

アルビノ致死蚕の遺伝とその致死原因についての遺伝生化学的研究を続けて

いる｡alと Iemtの両遺伝子の関係については今までの実験結果では,alは既

知の Iem乙とは全 く別の染色体に座位を占めているものと考えられる｡ただし

致死の生理学的原因は両者いずれもよく似ており,ただ異なるのは致死蚕の体

色であるO即ち第 1眠起致死蚕の体色が alでは,正常蚕より色が淡いという

だけのちがいであ,3が,わmZは鮮明な黄色を量する点にある.

(C) 誘廠蚕の遺伝生化学的研究

置麻蚕の幼虫体色は系統により (a)淡青色のもの,(b)淡黄色のもの (C)

白色のものなどがあるが,そのうち淡黄色の系統を用い皮膚組織に含まれる色

素につき,家蚕幼虫の黄色色素 (キサ･/I.プチ1)-/B)と同一のものであるか

香かを確かめるため検索した｡その結果を要約せるものを後に掲げる｡

(D) 昆虫ヴィールスの研究

寄主細胞+ヴィールス ･複合体の分･析という見地から,ショウジョウバェの

ジエノイド遺伝性ヴィールス)や蚕の潜在性ヴィールスを対象として,細胞内

におけるヴィールス成分･を細胞阻成分･から識別しうるかどうかについて研究し

ている｡

以上の外に一昨年えたい)ゾ-ミック蚕についてその後調べた実験持果を記

載 した｡

電子顕微鏡重

昨年 10月完成した電子顕教鏡宝に設置された電子宗教鏡により下記の如 き

テーマを掲げて研究をはじめている｡

(Ⅰ) 細胞微細構造の研究 (辻田 ･坂口･津田)

(A) 染色体の微細構造に関する研究

材料としてさしあたり蚕を用いその染色体につき実験中である｡



22

(B) 血 胸 賞 内 物 鷲

ミ71コ'/ド1)7,ゴルヂー体,色素粒などにつき超遠心横により単離とし生

化学的検索を行 うと共にその電子顕教鏡による観察をはじめている｡

(C) 昆 虫 ヴ ィ ー ル ス

超遠心機により多角体ヴィ-ルスの単離とその電子顕教練的観察を行った｡

膿蚕血液中より多角体形成過程にある胞状物を超遠心機で集め,これを鏡検

する方法によりある程度の成果を収めたが,これについては超薄切片法と対比

してからまとめたい｡

(D)超薄切片による細胞稚軌構達a)研究

粗放細胞あるいは微生物の内部微細構造を超薄切片によって明らかにす,3目

的で,固定封哩 ,超薄切片 (0.1-0.05iLの厚さ)に裁断するテクニックについ

て研究している｡

材料としては蚕の葺丸,消食管,皮膚粗放,マルビギー管,雌蛾粘液腺細胞,

徴生物としては酵母を用いた.固定は4%ホルマ1)-/,1%中性オスミック酸,

Champy液,無常酸の Flemming液,Regaud法を用い,さらに封哩剤には

メタアク1)ル酸メチ-ル ･エステルとアク1)ル酸メチール ･エステルを混じた

ものと N-プチ-ル ･メタク1)レ-T･を試用した｡固定剤に関してまだはっき

りしたことはいえないが,中性ホルマ1)ンは固定が一番思わしくない｡また卦

哩剤は N-プチ～ル ･メタアク1)レ-llが良い結果を示したoそれぞれ目標に

応 じた固定,卦哩鏡検法を明らかにして,電子顕微鏡の細胞学および遺伝壬Yt-

の応用方面に対し所期の成果を収めるべ く努めるつもりでいる｡
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V 研 究 業 績

A 研 究 第 1部

田 中 研 究 室

(I) 褐円韮型と非褐円との正道交難 (田中表層)

蚕の褐円斑の種々なる亜型がすこぶる不安定で,淘汰により一方より他方-

変更しうることはもはや疑もない事実であるが,この不安定性の原因に関連し

て,一応細胞質の影響の有無を検討しておかなければならない｡この目的をも

って次の如き3き阻の正逆交雑を行った｡交雑に用いた褐円亜型は最多型と最少

型とを含む三つの異なる亜型である｡

(A) 褐円長多型 (Lュo)と非鴇円との正逆交崇拝

これまでの実験によりLIOは各亜型中最 も安定度の高い亜型として知られて

いる｡これと非褐円 (+LpIつ とを正道的に交雑したところ,大体相似た成績

を示 したO即ち予期の如 く LIOは1頭もなく,L4.5.6.7.8と L4.5.6.i.8 (子は第7

環節のL斑が1側にのみあるもの)とが大部分を占めていた｡この2亜型の合

計は視円母体では,Fl視円個体給数のうち 60.0%,非褐円母体では 69.5%

である｡亜型数は禍円母体が 4,その道交雑が7であるが,そのうち前掲の 2

亜型と L4.5.6.0.8との合計がそれぞれ 98.7%と 97.2% とを占め,他は1頭ず

つのもq)が大部分である｡ただ褐円母体の方は褐円と非褐円とを 1:1に分部…

したのに対し,その道交雑では約 2.4:1に生じた｡これが偶然であったかど

うか,来年度 もう1度同じ交雑を行って確めたいと思う｡

(J3) 褐円少型 (I.5.6.8)と非鳩円との正漣交#

非褐円には+L+A+ Y を月れ､た｡この場合 も正逆交雑の Flは似寄った分離

を示 し,L5.6.8亜型は禍円母体においてFl褐円個体給数の 79.1%,逆交雑で

は 72.0%を占め,これにL5.a.8を加えると,それぞれ 98.3%と 86,0%と

になった｡非視円母体では第4環節は褐円のあるものが 15頭 (14.0%)に達

したのに対し,その道の交雑では僅かに1頭に過 ぎなかったのは,果して有意

義であるかどうかまだ決定できない｡
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(C) 鵜円最少塑 (L5.8)と非鴇円との正逆交雑

非褐円にはAにおけると同じ区のものを用いた.この組合せにお い て も正

逆交雑により何 ら著しい差異は認められなかった｡即ちL5.8は褐円母体で 3･2

%,逆交雑で 3.6%,最多数を占めた亜型はいずれも L4.5.6.0.8で,その割合

はそれぞれ 61.5%と 46.6% とであった｡また正逆交雑とも第4環節に禍円

斑を 1-2個生 じたものは161頭 (86.1%)と253頭 (75.5%)とであり,こ

れは非褐円親が第4環節に視円を発現させる優性変更因子を有 していたことを

物語っている｡

(Ⅱ) 多星紋と非多星紋との正道交難 く田中義麿)

本実験に用いた多星紋は ms6-10,非多星紋は +ms+P+ Y (p22)であるO

多星紋は劣性であるからFlには殆ど全部が正常となり,F2に至っても正常が

大部分を占め,多星紋母体の F2では 87.5%,その道の F2では 81.4%に達

した｡かく正常型が高率を占めたのは,ms吊は表現型において正常と区別でき

ないからであろう｡征って明かに第8環節以外に星紋を現 したのは 12.5%と

18.6%とに過 ぎない｡多星紋変異の程度は非褐円母体の F宅の方が高 く,多星

紋亜型の数は逆の F豆の3に対 し8となっているoLかL ms6.9.ユ0の F2多'星

紋個体全数に対する割合を見ると,褐円母体系 76.9%, その道の F2 では

55.2%で大差がないO

以上述べた褐円弦,多星紋の4き阻合せを通じて,正常母体の方に斑紋の変異

が多 くなっているが,これが果して偶然であるか,または有意義な差であるか

の決定をすることは,今のところ困難である｡

(Ⅱ) 多星紋韮型の自然央払変異 (田中義麿)

蛾区 511p41まで約 30代に亘 り第4環節に星紋を出したことのない系統

蛾区 512p41 513p41 521msl1 522msl1 523msll

(i) 238 / 105 / 511 ノ 35 / 56(死)

(i) 1(死) 5(不産卵) 0 5(死) 37(冗)

(4) 0 0 0 1(死) 32(冗)

計 239 110 511 41 125



25

において,512p41より連続的に第4環節に星紋を有する個体を生じた｡前衣

において (i)はこの環節に星紋のないもの,(左)は1個の星紋を有するもの,

(4)は2個の星紋を有するもの,矢印は次代の親となった亜型を示す｡

これによると 512p41以来毎代 (521msllは例外)(左)または (4)を生じ.

しかもその数は代を重ねるに従い次第に増加の傾向にある｡不重にして (i)

または (4)の亜型から採種することはできなかったにもかかわらず,4代にわ

たりこのような結果を示したことは,普通の突然変異とは著しく趣を異にし甚

だ興味深きを覚える｡現在のところ適確な説明はないが,突然変異庄のような

ものが次第に増大したと見るか,さもなければp〇lygenesの集積によるものと

考えるほかはあるまい.そのどれであるかは将来出現する(i)及び (4)の遺

伝的行動を追及することによって知ることができるであろう｡

(Ⅳ) 梓蚕卵期におけるF]長効果 (田中義麿)

杵蚕の幼虫期における日長効果の顕著なることは著者多年の研究により明瞭

となり,短日は越年性,長日は不越年性を結果することを知った｡しかるに卵

期の日長効果についてはまだ明確を欠 き,幼虫期と正反対の効果を現 した場合

と,そうでない場合とがあり,一定の結論を下しうるに至っていない｡よって

本年は全試験区 20区をこの1点に集中し,本間題を一挙に解決しようと企て

た｡ところが作柄不良のため頭数著減し,1区の健蛸数5頭以下の区と相手の阻

み合せの区とを除外すると,10区5組合せが残るに過 ぎない｡このうち幼虫期

と同様の日長効果を示したもの 3,反対のもの2区であった｡前者は工～Ⅳ齢

を8時間明 く短日),V齢を種々の時間の長日で処理したもの,後者はⅠ～Ⅳ齢

を 16時間明 く長日)とし,Ⅴ齢を種々の時間の短日においたものである｡い

ずれの組合せも卵期短日と卵期長日との:2区よりなり,同じ阻合せに属する 2

区のV齢照明時間は同一としたO上述のような差が出たのは,卵期から工齢へ

移るときの後作用が関係するのかも知れないが,この点はさらに研究 を要 す

る｡
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枚 村 研 究 重

(I) 一粒コムギの Ⅹ線突然変異 (於村清二)

一粒コムギ (Triticum仰 CWCum)の休眠種子に線量及び波長の異なるⅩ

観を照射して,染色体異常や遺伝子突然変異の発生率に如何に影静するかを研

究した｡マツダ KXC-17型Ⅹ線発生装置により,180KVP,3mA,産退校な

しのⅩ株を 5,400,8,100及び 13,500r照射した｡この程慶の線量では種子

の発芽に影響がない｡この処理世代 (Ⅹ1)の成熟分裂における染色体を観察し

て,その異常率を調べたところ,その頻度は線量とともに増した｡また線量を

8,100γ一定にし,電圧を 80-180KVP とかえて波長の影響をみた｡染色体

異常は短波長のものほど高かった (衣)0

Ⅹ線の量と質による染色体異常発生率の影響

二 二∴ ∴ _,:: I,_'~

･-≡_= _ ∴ 二tt

180 8,100;
180I13,500弓 ;汗 :':I.:-:

35.5)

59.1)
130 8,100: 3 ;50.7 (55.6)

叫 8,10OL 4 187.0

観察 ≠ 異 常 を もつ 穂 数

穂数
611+@+@+ @+@2Ⅰ5Ⅱ4皿十3皿
19】- - -

6 - -

80.0)1116

- 8 1 2

- 28 2 -

1 14 - -

1 5 - -

果 常 数

t,q･o')
0(0.00)

7(5.83)

14(13.86)

32(34.41)

15(13.76)

6(5.17)

半両年で,同型ではあるが別の発生装置を用いたので Y/minが異なったo

これらは以前に行った 30-90KW での実験結果 (稔村 1951)と同様で,

波長の差による変異率の差はイオン化の分布密度の差によって説明されよう｡

Ⅹ線の硬軟により電子の飛程に長短があるから,イオ-/化の密度が異なる｡こ

れと平行 し,軟線では切断が密集し同一染色体に多数おこり,癒合が伴っても

転座は少ない｡これに反し硬練では切断が分散して異なった染色体に多 く,転

座もおこりゃすいのであろう｡

遺伝子突然変異を調査するため,それらの子孫 (Ⅹ2) を播種したが,芽生で

は白子,黄色苗,淡緑,虎斑,条斑,屡性などの変異体をえた｡成熟後も早生,

倭性,細枠,宜態などをえた｡これらはほとんど1劣性遺伝子による形質であ
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った｡線量が増すほど突然変異の発生率は高いが,波長にも無関係とはいえな

い｡

(Tr) 一粒コムギの超短波照射実故 (椅村清二 ･藤井太郎)

超短波の生物に及ぼす影響は生珊的研究が多 く,突然変異を起した例は少な

い｡また超短波そのものの影響か,超短波照射に伴う高温の影響か,不明の場

合が多い｡筆者等は熟作用を少なくするため,波長 10mのインパルス波 (陽極

電圧 5,100V,陽極電流 10mA,距離約 8cm)を一粒コムギ (Triiicummo-

nococcumvar.vulgare,n-7)の休眠睦子に 30分間照射した.発芽には影

響なく,これから生育した個体の成熟分裂ではⅩ線などのごとく,明かな染色

体異常はみられなかったOきわめてまれに 6五十2Ⅰや④+5Ⅱの艶色体接合を

混在するものがあった｡

この穂別次代を 1949年に栽培したところ,昏性を分離した系統があった｡

この憩性は草丈が正常の半分 ぐらいで,辞はごつく,巴がちぢれ止菜が巻き,

出穂が2週間ほど遅れ,ほとんど不稔性で子孫を残さない｡昏性の兄弟から処

理第3代 (1950年)を育成したが,やはり少数の倭性を分離 した｡この形態は

前年度の倭性とやや異なり,群は細 く緑色が淡かったO草丈は正常の 2/3ぐら

いで,̀出穂の遅れも1週間ほどで,わずかに稔性を有し,染色体に異常はなか

った｡つまり昏性からやや正常-回復した感じであった｡

この頚劉生に T.monococcum 及び T.aegilopoidesを授粉したが,肴粒はき

わめて少なく,ほとんど不発芽に経った｡逆交雑では全 く着粒せず,静陸の花

粉は全 く不稔であった｡

処理第4代 (1951年)にも昏性を分離したものがあったが,昏性の程度は少

なく,草丈や稔性も正常と差がつけにくいものもあったOさらに次代(1952年)

ではほとんど倭性といえるものは現われなかった｡全 く正常を回復したといえ

る｡

以上の事実から,この壕性は本当の突然変異とはいえない｡

これに反し,同じ材料の超音波処理では明かに白子などの突然変異を誘発す

ることができた (第 24回日本遺伝学会大会に発表)0
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(孤)甜菜の三倍体による育種 (橡付清二)

京都大学望月明助教授と共同で昭和 20年に初めて甜菜の三倍体の収量比較

試験を行った｡昭和 25-27年には文部省試験科学研究費の援助にもより,北

海道大学育種学研究墨,北海道農業試験場持作研究室,製糖会社農事課の協力

をえて,順調に研究が進み成果刊行をするまでになった｡

甜菜の四倍体 (4x)は二倍体 (2x)に比して,多収で合槍量や純糖率が高 く

耐病性で優秀であるが,晩生でその特性を発揮しないうちに収穫しなければな

らない｡この欠点を補うものは三倍体 (3x)である03xを採榎するには 4x

と2∬を 3:1の割合に混植するのがよい｡これらの 4ガから採種したものを

3xIA,2xから採種したものを3x-Bとする0本育 48号の4x(4048)と本育

192号 (2∬)との組合せについて生産力検定試験や農家委託試験を行った鰐果,

3∬-Aは普及種本育192号に比し約 10%欠株が高かったにもかかわらず,約

10%の増収をきたした (桧村 ･望月 1951)｡この発芽不良の欠点を補 う目的と

収量 ･合糖量 ･耐病性などから最優秀な組合せを決定するI=めに,7さ阻合せの

3x-A及び -Bを本育192号と比較栽増した.この試験は北海道農業試 験場

(琴似本場 ･北見支場 ･十勝支場)及び会社 (帯広 ･士別両製糖所)で昭和26,

27年と繰返えされた.その結果本育398号の 4x(4398)と本育162号の3x-A

昭和 27年度三倍体甜菜品種比較試験成績
(昭和27年度,会社両 製 糖所の平均)

品 種 ;.･t J...ご丁二:I:.::..lJ ~二 _L･い;.

註 ( )内の数字は本育192号を100としての割合を示す｡ 病害発生指数 は小 さ い も
の はど抵抗性である｡
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は,両年とも各地でもつともよい成績を示 し,耐病性,多収で可琴折畳にして

釈 .15%以上の増収となり,昭和 27年春には 3n11号として奨励品種に指定

された｡前表はその1例を示 したものである｡

最近アメ1)カから多数の優良品種が輸入されたが,その 1,2品種の耐病性

は驚 くべきもので,3n11号より強 く,本育 192号よりは造かに強い｡しかし

収量は 3n-1号に及ばないOこの点からも3n-1号は倍数性育種の-成果とい

える.さらにアメ1)カ耐病性品種を利用することにより,一層よい三倍体組合

せを作りえよう (-一瓢ま望月と共同で,第2回日本育種学会大会に発表)O

古 里 研 究 室

(I) 柑橋における倍数体の発生 (古里和夫)

柑橘類の染色体数は二倍体で n-9である｡しかるに二倍体種として考えら

れている種類の中にも,2n-36個の染色体数を存する個体が,往々にして混

在する事実を知った｡勿論この四倍体は人葛的に作 られたものでなく,自然に

生 じたものである｡何故このように四倍体が生 じたものであるのか,その理由

を確めるために,温州蜜柑,夏樫及び鐙を使用して実験を行った｡いずれも二

倍体の植物からえた種子を播 き,発芽後倍数体個体の発生状態を調査した｡そ

の調査の結果は毒矢の第 1表に示す如 きものであった.

第1表 四 倍 体 発 生 率

温 州 蜜 柑

夏 橙

樫

1本 1 014%
3 1 0.2

3 1 0.1

これ等の四倍体の特徴は,二倍体に比べて菓色は濃緑色で濃 く,葉は厚 く,

気孔は大 きい｡根は二倍体より太 く紬根の発生は少ない｡

とくに全般に共通していることは,いずれも各種類問においては各々の四倍

体は共通の形態を示していることであり,またその形態は母親に酷似 してい

る｡この点より考察するに,これらの植物はおそらく珠心腔から発生したもの

と思われる｡その実生首中には,1種子から2本発芽 した場合2本共四倍体の
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ものがあり.また1本が二倍体であり他の1本が四倍体のものもあった.この

ような事実は,倍数体発生の時期並びに発生横構を推察するのに興味のあるこ

とである｡

以上,コルヒチン等の人為的な倍数体育成方法によらないで,実生苗からえ

た,すなわち自然に発生した四倍体個体を次の5種よりうることができた0

第 2 衰

種 名

柚 C.junos

析 鼓 pLM 'rustnfoliata

温 州 蜜 柑 C.Unshu
夏 樫 C.Natsudaidai
樫 C.Auraniium

染色体数 2n

6

6

6

6

6

3

3

3

3

3

(Ⅱ) 根の染色体数の変化によって逸る掛の生育異常 (古里和夫)

柑橘樹に原因不明の発育不良現象が見られたが,それは病虫害の被平による

ものでもなく,また肥培管理あるいは土壌等の環境の影響から起るものでもな

かった｡この発育不良の原因を究明するため,種々の点より検討し研究した結

果,柏木の染色体数の異常によって起るものであることが明らかとなった｡す

なわち普通の統裁砧木では,体細胞の染色体数は 2n-18であるが,発育不良

の倭性樹では,砧木に使われた釈殻の染色体数は 2n-36で,四倍体のもので

あった｡ある1例では 1000本植栽された柑橘園に7本の四倍体砧木が混在し

それらの樹はいずれも樹の発育は甚だしく劣 り,正常のものに比べて,樹高に

おいて 2/号程度以下であった.

また着果数 も著しく少なく,その上果実 も′トさいので,収量の点では正常の

ものに比べ甚だしく劣っていた｡その調査結果は次の如 くである｡

二倍体及び四倍体砧における温州蜜柑樹の比較 (15年生)

一r ｢樹 高 t樹 冠 (直径)…樹 幹 (直左石~盲 妄表 (1ヶ年)

一
区

区

区

均

T

B

C

平

孤20

05

封

25

1

1

1

1

mEB
o3

72

昭

l

1

1

1

65

10

釦

1

2

1

2

2

9.9cm 4.9cm

4.8 【210.0

価

.
0

.
0

0

お

0

9

5

1

4

4

3
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その他,外観上二倍体砧木のものと区別されうる特徴としては,葉は一般に

小さく,やや内側に巻き込み,葉の色のやや淡いものがある｡果実は前記の如

く′トきいが,果皮は良 く緊っているので浮皮のものは認められなかった｡果皮

の色はやや淡く,果汁の糖度はほぼ同様であった｡これらの果実の貯蔵性等に

ついては実験中であるが,あるいは何等かの特徴が認められるかも知れない｡

このような四倍体枯木の根は太 く細根が少いので,二倍体砧木のものと区別し

易い｡四倍体砧木のものが柑橘園に混在する理由を推察するに,枚殻には別記

の如 く,二倍体より採種したものの実生苗から,ある割合で四倍体が発生する

ので,このような経過を経て,四倍体が砧木として使用されたものと考えられ

る｡苗木の生産に当って,枯木の選別に注意しなければならない1資料となる

であろう｡

(Ⅲ) T.ウガラシの圭的形巽に鞄与する遺伝子について (宮沢 明)

量的形質に著しい差のある7･ウガラシの2品種,タカノツメとチャイニーズ

とを交配して,果実や葉の形質に関与する遺伝子の数並びに形質間の相関につ

いて,分析的研究を行ったO実験計画は純粋撞,FIF2を乱塊法で3回反覆し,

形質の測定はその器官が生長を終え,固定したものを用いた｡調べた形質は果

重,果長,果幅,葉長,菓幅,葉柄長,種子数及び果実や菜の長さに対する幅

の比すなわち異形,葉形指数である｡遺伝子数の推定はCastle-Wrightの公式

に従い,形質間の遺伝的相関係数を算出するには,純枠種とFlとの平均値を

環境による分散として使った｡このようにして計算された相関係数は,いずれ

も統計的に有意であることが認められた｡

相 関 係 数

52.240.799.521 4002979
5

警

竺

5.-3

蛸

/竺

川

庵

仔且
..6
･
51

AB//果幅･BR//蛮将

註:梢 は1%,辞は59i水準で有意であることを示す｡

このような分析の結果,遺伝子数においては果重が最 も多 く,葉柄長が最 も
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少かったo一般に長さに働 く遺伝子の数よりも幅に働 くそれの方が多い傾向を

示した｡二つの形質間の相関係数については,果重と種子数との間に,かなり

強い相関がみられた｡葉長と葉柄長,あるいは果実と糞のように器官が異った

場合,それらの長さまたは幅の形質間にも強い相関が認められ,とくに長さと

しての形質に働 く遺伝子はいずれも少数であることから∴遺伝子の多面的発現

の可能性が考えられた｡果形及び葉形指数の間の相関は弱かった｡

(Ⅳ) 三色スミレの色素構成 (遠藤 徹)

三色スミレ(I/わIatricolor,SwissGiantPansy)10品種をペー}1-クtZマ

トグラフにより分析し,その色素構成を決定した｡

品 種 名 Flavonoidi Anth oq7anin
a b 】 a b ｡ d e
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()内の色素はblo+ch部分を構成するAnth∝yaninである｡

さらにAnthocyanin の加水分解産物をク｡マT･グラフした結果,7品種とも

cyanidin と delphinidin を有することが見出され,かつ滅紙上の呈色より,

Anthocyanin-a,-b,･Cは cyanidin同 一b,･dは delphinidinの配糖体と推定

される｡また Flavonoid-bは rutin の特性と一致し,Carotenoid-a,･b,･Cは

Ⅹanthophyllに,同 -d,･eは Caroteneに属する色素である.

(V) T･ウガラシ果実の色の遺伝 (遠藤 徹)

五色 トウガラシとタカノツメの交配よりクTHZフィールと7･/Ttチアユ-/に

基 く着色の程度を調査し次の結果を得た｡
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この表に基いて n- -i-((bJF-t空t2F;)により有効同義遺伝子数を計算 し･クP

Pフィ-ル n-1.39,ア-/7.チアユンn-1.18を得た｡この結果クTltlフィー

ルは1個乃至2個の,アン T･チアエソは1個の部分優性遺伝子の関与すること

が推定 された｡

ペ-メ-クロマトグラフによる分析の結果アン トチアエソは delphinidinの

配粉体であった｡またア-/7-チ7--/は日照面に形成 される傾向が 顕 著 で あ

り,カ.lチノイドはまず日照面から形成の始まることが観察された｡
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B 研 究 第 2部

小 熊 研 究 室

(工) 集団の飛石状模型 (木村安生)

最近,多 くの研究によって集団の構造が鐘の分･化に対して最も重大な要因の

1つであることが認められるに至った｡本研究においてはWrightの島模型及

び連続分布の模型に対して,その中間型ともいうべき飛石状模型を考えた｡こ

の模型では集団全体が多 くの分集団に分たれていて,各々はその内で rand〇m

mating を行 うとともに個体の交換は相隣る分･集団の問においてのみ行われる

とする｡g',-1回及び第2図に線状分布及び面状分布の各 1例を示した｡この

二<)≡○ 壬〇三t)書
第 I Egl

第 2 図

模型では島模型の場合と異なり,相隣る分集団の問に著しい相関が現われ,従

って相当程度の個体交換が行われても遺伝子組成の機会約分･化が期待される｡

以下線状分布の場合についてえた結果を報告する｡今,各分集団における繁殖

個体数をN,相隣る2つの分･集団の間における個体交換率を E,遺伝子頻度の

相関係数を Yとすれば分集団における遺伝子頻度 (X)の分布曲線は

¢(x)-cx8Ne(1-r)夏-1(1-X)8Ne(1-Y)(1-夏)-1
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によって与えられ,3｡こ にゝ夏 は全集団における遺伝子頻度の平均でCは

rニ¢(x)dX-1な,細 く選ぶ｡またYか γ2十(2-3e)r･(4e-2)-0 の正根
で Eが′トさければほぼ 1-Eに等しい｡この場合には頻度分布のバ t)ア･/スは

V-豆(11夏)/[1+2NE2(4十e)]となり,8Ne2(1-豆)及び 8N82霊 が1より

′トであれば遺伝子頻度の横会的変動にもとづ く著しい地域的分化が 期 待 され

るC2NEは各分集団の1代あたりの個体交換数であるから,夏-0.5の場合に

は,この交換数がV'N を越えないかぎり著しい分化が起る｡

例えば各分･集団が10000個体からなれば個体交換数が100を越えないかぎり

著 しい地域的分化が期待されることにな/3｡これに反し島模型では同程度の分

化が起,-/二めには,1代あたりの交換数は分集団の大 きさにかかわりな く,1/4

を超えてはならない ｡飛石状模型に配偶子の遠距離散布を考えれば,これは特

別な場合として島模型を含むことになり,ある状況の下では島模型や連続分布

の模型よりも自然集団の特性を良 く表わすものと考えられる.

(Ⅱ) 淘汰作用の横会的変動に基づく変異減退の過程 (木村資生)

集団の大 きさにおける制限と配偶子の randomsamplingによって,集団の

変異が減退する過程については Fisher,Wright以来多 くの研究があり,その

遺伝学的意義 も詳細に論 じられてきた｡これに反し淘汰作用の機会的変動が集

団の遺伝的阻成におけ,3変化の過程に及ぼす効果については,筆者が昨年報告

した以外には研究が全 く行われていない状態である｡

筆者は近似計算によってそれが変形された Gauss過程であることを証明し

たが,その後の研究により最 も簡単な場合について正確な解をうることに成功

した｡今,優劣関係の無い1対の遺伝子 A 及び A′を考え,Aの淘汰係数

をSとする｡A の集団中における相対頻度を x,それが第 t世代にX乃至 x+

dx となる確率密度を ¢(x,i)とすれば,¢(x,i) は次の Fokker-Planck方

程式を蒲す :

こ にゝ VSは S のバ t)アンスで集団は充分･大 きくSの平均値は0とする. ち

し最初の遺伝子頻度が xoであれば ¢(0,i)-¢(1,i)-0 を満す (1)式の解は
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(2, ¢(x,i,-読 ex棉 -lf gS E塾]+ xloi(記 3t],-T3; (- 0,2V,i

で与えられる｡もし tが 1/恒 (誓-12xo･12xo2))より′トさければ分布曲線

は単項であるが,この値を越えれば双頂となる｡従ってtが大きくなると曲線

は一見U字形を量するに至る｡世代が充分軽過した後に末端分布がどのように

変化して行 くかは重要な問題であろう｡遺伝子頻度が非常に低い方の末端部に

ついて述べると,分布曲線の極大値を与える遺伝子頻度を xmaBとして

-;Vet
(3) X脚～了誓言e →0(ト-)
･4, "x-29･i,～V21fv;-tilt=x-:oyeVs1-･(- )

今E(>0)を与えられた遺伝子頻度とする｡ E を如何に′トさくとっても,i

を充分大きく(>,uOvgsfl)とることにより

これに反しxが x巾a.より′トなる確率は

･6, Pr'0<x<x- }～o (手堅 Ivsfi-V=t)-o(- )･

たま 聖上1~Enx･t)dx-1から明かな如 く -driftHの場合の如き遺伝子の完
全な固定は起きない｡しかし (3)～(6)で示されるような状態で階級の頻度は

世代と共に分布の両端に無限に接近して行 く｡

(Ⅱ) 集団中における遺伝子頻度の同時分布 (木村安生)

淘汰作用に機会的変動が伴う場合には,異った遺伝子の集団中における頻度

の同時分布は一般にWrightの分布式によっては与えられない｡この分布を求

めるためには多変数に対する Fokker-Planck方程式を用いる必要がある｡今,

xl(i-1,･･--,n)を第 i番目の遺伝子座における遺伝子頻度とし,め(xl,x2,

･,xn;i)をもって第t世代におけるn個の座における同時分布の確率密度

を表わせば,¢は次の偏微分方程式を満す :
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n
甘EZl

こゝに ∂xiはi番目の座における遺伝子頻度 (xi)の一代の間における変化

の割合で,MSxi及び Vsx,は夫々その平均及び分散を,また WSxlSxj は8xlと

Sx,との閏の共分散を示すものとする｡定常状態における分布は左辺を0と置

いて与えられる｡次に 〃-2として具体的な例を示そう｡簡単のためHaplont

からなる非常に大きな集団を考え,淘汰は単相世代にのみ働 くものとする｡ま

た2対の遺伝子を A,a及び B,bとし,a及びbの頻度を夫々x及びyとす

る｡淘汰伯及び突然変異率を第 1表及び.第2表のようにとれば (1)式は次の

ようになる ニ

第 7 表

遺 伝 子 型

AB

Ab

αβ

tLI)

汰

1
∵ .∵

第 2 表

突 7然 変 異 率

〝l

A= a
ull

〃∠
BI-l b
tLl

(2) 188チ-掌 ･-aaxi2[y2x2(1一拍 ]+Vk品 [x2(1-x)州 -y)Q]

･考 -8832[x2y2(ll-y)2¢]一意 [tkyx(1-∬ト ulX十ul(1-仙 ]

こゝに-k及び 1左は夫 淘々汰係数 kの平均及び分散を表わすO突然変異が非

程式を満すであろう :

これは F(マ)及び言G(マ)を での任意函数として

め-
F(iE 言-)+91(9 なる一般解を持つ.

x2y2(1-x)(1-y)
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竹 中 研 究 室

(工) 大麻の二･三 ･日借体雄植物の減数分裂 (竹中 要)

大麻の性は雄-テTlであること,及び減数分裂中期に1筒の不等対のⅩ-Y

結合染色体を示すことは,すでに明かである｡しかしⅩ,Yのいずれが大であ

るかを決定することは困難である.しかし倍数体の堆ま:二は間性植物の減数分･

裂の研究で,それを確めることは可能であると考えられる｡同時にこの研究に

おける性染色体の分離比と,それ等の植物を一方の親とした場合の Fl個体の

性比との関係から,Ⅹ と Y との間に大′トを決めることも可能である｡そこで

まず二 ･三 ･凶倍体の雄植物の減数分裂を研究したO

(1) 二倍体の堆植物の花粉母細胞の減数分裂第-中期において,10箇の二

価染色体のうちに1筒の不等対がある,この不等対をつ くる染色体のうち,大

なる方は,全染色体のうちで最大の階級に入るが,他にもそれと見分けがつか

ない程度の大きをもつ2筒の染色体が,等対の二価染色体を形成しているO

(2) 根端で三倍体であることを決定した植物のうち,雄性を示すもの,そ

の染色体式は 30-27a+Ⅹ+Ⅹ+Yと考えられるが,そのものの花粉母細胞の

減数分裂では,個体によって多少の差異はあるが,第-中期において大多数の

染色体が三価であったoそして一価染色体出現は,0,1,2,3,4笛のものが

それぞれ 10,34,22,17,3回の頻度であったO従って染色体構 成 は 9hL+
1丑+1Tが最大多数で,8皿+21u+2Tと7皿+3Ⅱ+3Tとがそれにつ ぐ｡また101Ⅱ

のものも相当数見られる｡Ⅴ字型の三速染色体は 1-4箇見られるが,そのう

ち最大のものは常染色体結合と思われる｡不等大の要素からなる三速染色体が

性染色体結合 と推定されるが,そのものでは一端の染色体は最大の常染色体と

等大かそれよりやや大きく,他端と中央のものは少し′トさい｡それ故おそらく

Ⅹ-Ⅹ-Y結合と考えられる｡また不等対のⅩ-Yと見られるものも存在する｡

また三倍体問性においても (染色体式は 30-27a+Ⅹ1-Ⅹ+Y)性染色体に

関するかぎりは Ⅹ-Ⅹ-Y型結合であった｡

(3) コルヒチン処理によってえた四倍体の雄株の減数分裂では,太糸期の

鄭 こは 10またはそれに近い数の染色体の集団が見られるにもかかわらず,珍
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動期では大多数の母細胞が 20対またはそれに近い染色体数を示す｡第-中期

でも大多数のものは 20対の二価染色体であるが,少数のものは四価染色体を

示 したり,または三価染色体と一価染色体とを示す｡四価または三価染色体は

主に性染色体結合である｡性染色体の結合は,Y染色体を大,Ⅹ染色体を′トと

するならば,Y-Y (この場合 Ⅹ-Ⅹ は判定できない),Ⅹ-Y,Y-Ⅹ-Ⅹ-

Y,Y-Ⅹ-Y 型の出現が,それぞれ 77,29,26,8回の頻度であった｡この

外にごく少数の他の結合型があった｡このことはコルヒチン処理による四倍体

の雌雄株の交配で,多数の雄問性(36a十3Ⅹ+Y)の外に相当数の正常の雌 (36a

+4Ⅹ)と堆(36a+2Ⅹ+2Y)が子孫に出現する可能性があることを示す｡

(Il) Ustitagomaydl'S の methionine要求系統における復帰突然変異

の発生 (飯野徹雄)

UsiihlgOmaydisの methionine要求系統 4-24の小生子を大量の完全増

地に培養すると,増殖中に復帰細胞を生 じ,その混合率は増殖の進むにつれて

着るしくなる｡この復帰細胞の発生は,平面増養により単一の′ト生子から増殖

させた分枝系について,最′ト培地で methionine要求性を確めた後,完全増地

で増殖させても同様に認められるから,すでに混在 していた復帰細胞が継代さ

れるのではなく,増殖過程を通じて,ある頻度で復帰突然変異が起ることによ

/-i'と考えられる.

液体培養中に発生する復帰細胞は,培養を遠心沈澱によって洗源した後,最′ト

培地に平面培養 し,発生する集落として検出した｡この方法によって復帰細胞

の混合率をしらべる場合に,検出増地の組成,菌濃度等が測定に及ぼす影響に

ついては,NeurosPoraで議論されているが (GRIGG1952,KoLMARK and

WESTERGAARD1952),U.maydis4-24の場合には,1.5%最小寒天培地を用

いると,-平面増養当りの細胞数が5×165-5×106の範銅の菌濃度が residual

growth,syntrophiceffect等による誤差を防 ぐのに適当であることを認めた｡

Methionine-glucose合成培地 (M-G培地) 中で,対数増殖末期にある′ト生

子培養 (25oC)について,復帰細胞の混合率を測定し,これより突然変異率に

関する DELBLiicKの第2式 (NEWCOMBE1948)をf削､て計算すると,-細胞

-分裂当り3.0×10~7の頻度で復帰突然変異が起っていることになる｡こつ
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合,M-G培地の l-methionine含量は (:10LJmg/ml),同系統が対数増殖期

を正常の分裂速度で経過するのに充分であり,一方復帰系統の増殖を妨げるこ

ともないから,発生した復煽:細胞と要求細胞との問には,増殖率の差はないも

のと仮定している｡

一方MIG増地中で対数増殖末期にある′ト生子を遠心分離により3回洗源し

た後,0.9%食塩水溶液に浮かさせ,これを4.5×104r-dose(80KV,4mA,

距離 7cm,750γ/min)のⅩ線照射, あるいは 1/200molの trio-nitrogen･

mustard (25oC,pH95)で処理した後,最′ト増地に平面培養して,10-6か

ら 10~4の準位にまで,復帰細胞の混合率が増すことを認めたから,同系統は

静菌状態でも復帰突然変異を起しうるものと考えられる｡

復帰系統中,20系統について増殖カを比較したところ,16系統は最′ト増地で

野生系統と同様の増殖曲線を示すが (完全復帰型),4系統は野生型の約 1/虫の

増殖速度を示した (不完全復帰型)｡ この劣った生育は I-methionineの添加

により被覆きれる｡また最′ト培地に 3-8代継代している問に,野生系統の培

養と増殖率の差はみとめられなくなった｡同系統の劣生育の原因が完全復帰型

細胞と要求細胞との混合生育によるのではないかとの考えは,第-に予想され

たが,この仮説は,平面培養での集落の大きさの分･布が,完全復帰型よりも′ト

さい modeをもつ,unimdaldistribution によって示されることから否定さ

れた｡他の可能性として,表型遅滞あるいは不完全抑圧因子の関与が考えられ

るが,この点についてはさらに検討を進めた上で結論を出したい｡

(班) Penicfltium 及び AsL)erp'tLusheterocaryosisに関する研究

(津田誠三)

筆者は先に As♪ergilluscaniidusで自然状態において heterocaryonが坐

じたことを観察したが,ここでは AspergillusAuJamoriの2株の変瞳と,

Penicilliumchrysogenumの紫外線JfEl.射による2株の突然変異株を用いて,人

工培養基上で人為的に heterocaryonを生ぜしめ二 ･三の観察を行ったO実験

方法としては,0.05% アスパラギン加ツァペック ･ドックの寒天培養基をシ

ャーレに注入し5異系統株を接近して接瞳し,培養後生じた集落の接 触面 に

heter∝aryosisによって生じた新らしい表現型の二heterocaryonの菌株を分離
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し培養した (培養温度は 28oCである)o

AspergillusAwamoyiでは判然と両者を区別しうる2株の変種,菌糸が太

く黒褐色の胞子を着生するもの (strainNo.5-9)と,菌糸が比較的細 く胞

子の濃褐色のもの (strainNo.19)との間に anastomosisの状態を顕教鏡写

真でとらえた heterocaryonは形態的観察では,胞子の着生は両親株より少 く

集落の形態は strainNo.5-9 に近かった｡生長畳は平面培養における比校

では,heterocaryon も両親株も大差を認めえなかった｡

Penicilliumchrysogenumでは胞子が緑色で,sorbicillin と penicirinic酸

の黄色 素々を多量に生産するwildtypeQ-176株からえた2変異株,すなわ

ち胞子が白色で黄色々素を生産する UY-3S株と,胞子が白色で色素を全 く生

産しない UW-1S 株の二つの変異株を用い,胞子が緑色で苛色 素々を生産す

ち,丁度 wildtypeと同じ表現型を示す heterocaryonをえた｡Penicillium

は多核性の細胞であって,1細胞に 10以上の核を有することが観察されてい

るが,この多核性の細胞内で hetelOCaryOnを構成する両親株に由来する核が

色々の割合で存在することが推察された｡ それは heterocaryon の集落の形

態,色素生産度,胞子の色についていろいろ異なる表現型のものが,両親株の

表現型の問に連続して分布することから認められる｡そのうち,集落の形態と

色素生産の両性賢は平行的関係にあった｡また胞子が白色の二つの突然変異に

由来する heterocaryonの胞子が,wildtyI把 と同様に緑色の表現型を有 LI=

ことは,用いた2突然変異株の胞子が白色になった変異が,1遺伝子座の変異

ではなくて,異なる遺伝子座の変異であることを想像せしめる｡
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C 研 究 第 3部

駒 井 研 究 室

(I) 入 寮 の 遺 伝 (駒井 卓)

(A) 小 頬 の遺 伝

名古屋大学岸本謙一教授 ･公衆衛生院尾崎安之助博士との共同研究として継

続,はば完成に近づいている｡本年度にはさらに症例を加えて,70余となり

外国の文献と対照して,この遺伝について,できるだけ明かにしようとした｡

以前よりいわれている如 く,′ト頭には明かに発育障碍により,遺伝学的には表

現模写と見るべきものもあり,また純粋に遺伝子作用によるとすべき場合もあ

り,さらに母の遺伝的,あるいは外因的条件を考えるべき場合もあると思われ

る｡このようなことは,人類及び晴乳動物の遺伝現象において,比較的普通に

あるらしく思われ,それだけその真相の究明は,純学問的にも,また予防や治

療の上にも重要な意義のあるものと考えられる｡

(Ii)過剰指諺及び多指a)7家系

群馬県のある地方より栂指の3節より成る異状と,栂虻の分岐した奇形とが

種々の組合せになって3代 10人に現われている一家を見出し,研究しT=｡指

虻の奇形は例外なく単優性遺伝子によって起るものであるが,この場合も正に

そうである｡ただ 10人のうち9人までが女であることは,多少注 意 され る

が,特別の意味があるかどうかは分らない｡指祉の奇形は型的の短指の場合を

例外として,多 くの場合,その表現の度と型とに変異が多いものであるが,こ

の家系でもそうである｡指節が過剰になることと分岐することとは,-は紀の

方向への変異であり,-は横の方向-の変異と見るべきで,遺伝的には疑なく

同じものであるO外国の文献にも,殆んど同様の例が幾つかある.

(Il) 三毛雄猫の成因 (駒井 卓)

三毛堆猫の珍らしいことの理由は,英国の SEARLEと筆者とが独立 に行 な

った飼猫のセンサスの結果から,茶色の遺伝子が伴性で,黒や経の遺伝子は常

染色体性であり,三毛は茶色遺伝子が-チ.Zの状態になっていることが明かに
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なって,残 りなく分った｡ところが雄に三毛が稀にあり,それが殆んど常に生

殖力を欠 くことは古くからの学界の謎であり,多 くの説が出たが,どれも一般

に承認されていない｡駒井はショウジョウバェで知られた事実にヒントをえて

Y染色体中に雄の生殖力を支配する遺伝子または遺伝子群のあることを考 え

た｡そしてⅩとYとの間に稀に起る交叉によって,Ⅹにある茶色遺伝子または

その対立遺伝子がYに移ると同時にこの生殖力の遺伝子がⅩに移ると,茶色遺

伝子 (またはその対立遺伝子)を 持ち,雄の生殖力遺伝子 (または遺伝子群)

のないYができる｡このYを得た雄は三毛になり,そして生殖力を欠 くと考え

られるのである｡

この説の適否を確かめるために,三毛雄の実例と,その母 ･父 ･同胞の毛色

についての記録とを集めている｡すでに 40ほどの確実またははば確実の例を

えたが,いずれも上の説を支持するものである｡

なおこの説について予報的の一文を発表したが,内外の学者間に若干の反応

があった｡これについて妖間を述べてよこしたものには一 々書信で説明してお

いた ｡

(m) 或種の動物に見る多形現象 (駒井 卓)

卜ヽ 1 嬢

モソキチョウ Coliashyale♪oliographusについては本年報第2号に報告し

た通りの結果を,本年度に公表した. ぐ̀Genetics" 38:65-72)

ミド1)シジミについては,その後新しい材料をえて,結局本州産の Neozep-

hyrustaxilajaPorbicusについては12の試料,北海道産の N.i.taxilaにつ

いては1の試料を入手し,これらを調べた｡その結果この蚊の多形現象に関す

る従来の見解の正しいことを確めたので,報文を書いて公表の手続中であるO

(Ji) 陸産鴫牛

オナジマイマイBradybaenasimilayisについては,前年より引き続 き試料を

集めている｡ことに長崎地方には紫褐色の型が多 くあるので,ここから材料を

えた｡これについて通常の飼育実験のほかに,種々の温度下の選択的淘汰につ

いての実験を行なっている｡章に以前からこの嫡牛について実験している新潟

大学の江村重雄教授の協力をうることになったので,この研究は一層徹底して
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行なうことができるようになったOやがてその成果の一部を公表し うると思

フo

(Ⅳ) 武田肉腫の核学的研究 (吉田俊秀)

ここにいう武田肉腫とはラッT･における腹水肉腫の一種である｡この肉旺LJj

核学的研究をなし,ラットにおける他の腹水肉腫,例えば吉田肉睦,MTK内

腔及び弘前肉腫.等と比較したo

武田肉腫細胞は一般に四倍性の細胞が非常に多い｡その1例を上げると,珍

植第 15代目の1頭では四倍性細胞の出現率は 83.4%,2倍性細胞は 11.9%,

高倍数性 (円倍以上)細胞は5.5%であった｡以上の結果,武田肉腫における

母系細胞は四倍性細胞であると考えられる｡母系細胞と考えられる四倍性細胞

の分裂型,異常型,崩壊型の出現頻度を調べてみると,分裂型は 53.7%,輿

常型は 18.6形,崩壊型は 27.3,06であった｡この事実から四倍性の母系細胞

は半数以上が正常に分裂しているものと考えられる｡

武田肉頗細胞の染色体数

染色.
体 数:
盛要緬｢胸数L

し

武田肉腫における 26個の細胞の染色体数を調査した表からわかるように,

染色体数は 36個から104個までの変異があった｡特に注目すべきことは 84

±の染色体数をもった細胞が最も多い｡ラッ71の正常染色体数は 2n-42であ

るから,武田肉腫はそれが倍加した細胞にその発生の起原をもつと考 え られ

る｡次に,48前後の染色体数をもつ7個の細胞の核型分･析を試みた｡それら

の7個の細胞はそれぞれ 84,82,86,80,83及び 76個の染色体をもってい

る｡核型の中でとくに注意すべきことは,先端部に狭窄のある長大なJ字形染

色体が1個存在する｡これは調査した細胞中,2個の細胞を除 く5個の細胞に

は全部含まれていナこO大型のⅤ字形染色体も1個または2個存在する.これを

持たない細胞もある.′ト型のⅤ字形染色体はすべての細胞に 20個前後含まか

ていた｡大型及び′ト型のⅤ字形染色体は吉田肉腫,MTK肉隠及び弘前肉任で

観察されたのと殆んど同じである.しかし大型のJ字形染色体のみられたのu
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この武田肉腫'.が始めてであるoこの染色体はどんな性質のものであるかは不明

であるが,このような染色体の存在するという事実は注目すべきであろう｡

(Ⅴ) 瀧沢ヒノン癌の接学的研究 (吉田俊秀)

滝沢ヒノン癌とはマウスにパラベンゾヒノンの0.1%溶液を皮膚に塗布して

人工的に発生せしめた皮膚痛の 1種である (滝沢 1945)｡この痛の細胞学的研

究をなしたので,その結果について報告する｡滝沢 ヒノン痛は高倍性細胞が非

常に多 く,例えば 64個の分裂像を観察した結果,60個の細胞は高倍数性であ

った｡この事実から滝沢 ヒノン痛の母系細胞は高倍数性細胞であろうと考えら

れる｡この施療の 19個の細胞の核型分析を試みた｡染色体数は表に示 したよ

うに,76と 75のものがそれぞれ4個ずつ,79と 80個のものが2個ずつ,他

はそれぞれ1個ずつ観察された｡核型分析された 19個の殆んどすべての細胞

には′ト型,中型及び大型のⅤ字形染色体が含まれており,まれには附随体染色

体,極 く′ト形の点状染色体等 も含まれていた(下表)｡

ヒノン癌細胞の染色体数と核型
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ラッ7･における吉田肉同量,MTK肉腔,弘前肉腔あるいは武田肉腔にはⅤ字

形やJ字形等の異常な染色体が含まれていた｡マウスの痛においても上記の如

き,核学的異常の発見されたことは,痛における核学的特異性 としてとくに注

目すべきであろう｡

(vI) マウスにおけるエール1)ッヒ腹水癌の稜学的研究 (吉田俊秀)

先に著者 (1952)はマウスにおける滝沢 ヒノン痛の核学的研究をなし,この

経済の母系細胞は四倍性細胞であること,それらの染色体構成中には,中型の

Ⅴ字形染色体が1個あるいは稀に 2,3個存在することを発見した｡滝沢ヒノ

-/痛はいわゆる癌状の腫蕩であるから,染色体の研究には余 り優れた材料では

ないOこれに較べて腹水性の放蕩が細胞学的研究に通した材料であることは吾

々はラッt･において経験したところである.最近大阪大学の宮地博士が,米国

よりェール17ッヒのマウス腹水癌を持ち帰えられたので,その瞳疹株の分･譲を

受け,細胞学的研究をなしうる機会を与えられたので,それ等の研究結果につ

いて簡単に報告する｡

(1) 四倍性細胞の出現頻度 :エ-ル 1)ッヒ腹水唱の細胞における染色体数

については,先に LEVAN&HAUSCHKA (1952)による研究がある｡それによ

ると,隠疹細胞の大部分が 80前後の染色体数をもった四倍性の細胞である0

著者はこの腰痔における四倍性細胞 (±4n),二倍性細胞 (±2n)及び高倍性

細胞 (>±4n) の出現瀕度を調査した (第1表).表にみられるように全体の

第 1衰 エールリッヒ腹水癌における四倍性細胞の粗現翠

二倍性(土2n) 悟性(土4n) I 高倍性(>士4n)

観 察 数 】 8 】 303 【 6

% 】 3 】 96 【 1

96% が四倍性細胞であった｡この事実は LEVAN &HAUSCHKA の研究とほ

ぼ一致するものである｡

(2) 腫疹細胞の染色体数 :上述の調査は顕微鏡下で観察しT=極 くあらまし

の染色体数によってなされたもので,それ故染色体数についての正確な資料で

はない｡ここでは正確に染色体をスケッチすることのできた 23個の横板から
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この度癌の染色体数についてのべる(第2表)｡

第2義勝 純抱の染色体数とV字形染色体の数
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註:括孤内の数字は観察した細胞の数

表にみられるごとく,染色体数は51個から132個までの変異があり,これら

の中,74の染色体数をもつ細胞が4個,80の染色体数をもつものが3個,77,

78及び89のものがそれぞれ2個ずつ,他は表にみられるように,1個ずつ観

察された｡以上の結果から,この月重症には80前後の染色体数をもった細胞が最

も多いDこれらの細胞がこの隠碁における母系細胞であると考えられる｡

(3) 瞳癌細胞の核型 :マウスにおける正常体細胞の染色体数は 2n-40で

全部棒状であるOエール 1)ッヒ腹水塙の細胞における染色体構成中に1個の顕

著なるⅤ字形染色体が観察されたoV字形染色体の両塀の長さはやや不等で,

一般にアセT.･オルセイン染色によって他の染色体よりも幾分濃 く染まるよう

である｡大きは滝沢ヒノン癌細胞において観察された中型Ⅴ字形染色体にほぼ

等しい｡またヒノン癌細胞において観察されたような,′ト型のⅤ字形染色体及び

大型のⅤ字形染色体も稀に観察されたが,これらはヒノン癌細胞の場合と同様

に,一時的な異常現象のように考えられる｡とくに大型Ⅴ字形染色体は施療の

末期に多 く観察された.施療が末期になると,染色体が強度に融着を起し,崩

壊型細胞の増加することは,著者は吉田肉腫において観察した (吉田 1949,

1951)｡ この事実から大型Ⅴ字形染色体は染色体の融着に原因することはたし

かなようである｡

(4) 母系細胞における分裂型の出現頻度 :四倍性の核型をもつ,母系細胞

が正常に分裂増殖し得る能力があるか香かを調査する目的をもって,四倍性細
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胞の核分裂像を分裂型,崩壊型及び異常型の3型に分現して,その出現頻度を

調査した(第3表)｡表にみられるように,分･裂型は全体の約 68%であった｡

第 3表 腰癌細胞における分裂塾の出現頻定

塾 L分 裂 塾 異 常 塾 崩 壊 型

47 365

138 1 12.8 1 99.8

著者は先に,吉円肉隆における母系細胞の分裂型の出現率は 36.8%,武田肉

睦の母系細胞(この場合は四倍性細胞)におけるそれは53.7%であることを報告

した (吉田 1951,1952)oェ-ル1)ッヒの腹水癌における分裂型はそれらの腰

癌よりもさらに高い出現率を示した｡この事実から,エ-)Ll)ッヒ腹水痛にお

ける四倍性細胞の多数が正常に分裂増殖しうる能力があるものと考えられる｡

以上を要するに,エール1)ッヒ腹水痛の母系細胞は四倍性であるC母系細胞

の核型の中には1個の著明なⅤ字形染色体が含まれている｡母系細胞は正常に

分･裂増殖する能力があるといえよう｡

(Ⅷ) ヒマ蚕難種の細胞学的研究

⊂吉田俊秀 ･川口栄作 (宇都宮大学農学部)⊃

ヒマ蚕 (PhiわsamiacynlhiaDRURY) には3亜種がある｡P,C.Pryeriは

本邦及び台湾に分布し,染色体数は 2n-28,n-14ある.満州及び朝鮮には

P.C.Walkeri という亜種が分･布しており,これの染色体数は 2n-26,n-

13で Pryeriよりも染色体数が1対少い｡印度アッサム地方に棲息する種類

は P.C.yiciniと呼ばれ,染色体数は Pryeriと同様に 2n-28,n-14であ

る｡Pryeriは本邦の九州で採集されたもの,Walkeriは満州と朝鮮で採集さ

れたもの,riciniは台湾より入手したものを用い,これらの間の種々なる交配

をなし,その耕稜における細胞学的研究をした｡

(1) 朝鮮産 Walkerix満州産 Walkeri:この雑種の第-及び第二精母細

胞における染色体数は n-13で,核型は朝鮮産及び満州産の Walkeriとなん

ら異なるところはない｡

(2) 朝鮮産 WalkerixPryeri:雑桂における精原細胞の染色体数は 2n
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-27,第一精母細胞は 〝-13である｡ この 13個の染色体のうち1個は三価

で n-13-12Ⅱ+1Ⅲの構成をもっている.第二精母細胞には 13及び 14の

染色体をもつものができる｡

(3) 朝鮮産 Walkerixyicini:精原細胞,第一精母細胞及び第二精母細

胞の染色体構成は前者と殆んど同じで2n-27,n(I)-13-12Il十 1Ⅲ,n(Il)

-13及び 14である｡

(4) ricinix満州産 Walkeri:染色体の構成は前者と殆んど差異はない｡

即ち 2n-27,n(I)-13-12Ir十1ⅢであるO第二精母細胞には 12,13,14

等の染色体数をもった細胞があり,とくに1個の染色体が中心を離れた位置に

存在するものが多い｡

(5) 満州産 Walkerixricini=前者とは逆の交配である｡精原細胞,罪

一及び第二精母細胞における染色体の構成は前者と殆んど差異はない｡ただ第

二精母細胞における異常性が前者よりもやや高い｡

(6) Pryerix満州産 Walkeri=精原細胞における染色体数は 2n-27

で前者等と何等差異はない｡第一精母細胞の染色体は 〃(り-12-10Ⅱ+1Ⅲ
+1Ⅳとなっている｡第二精母細胞には n(Ⅱ)-12,13,14,15等の種々なる組

合わせのものが観察された｡

以上の交配実験から三大のことが考えられた｡2n-28,n-14の染色体をもつ

Pryeri及び riciniは,2n-26,n-13のWalkeriの1対の染色体を重複して

含んでいる｡Pryeriと満州産 Walkeriの間には非相同染色体間の相互転座が

起っているCこの2つの仮説によって上記の種々なる雑種における染色体の行

動を説明することができる｡

(Ⅷ) ウ1)71ムシの性染色体 ⊂吉田俊秀 ･後藤悦男 (肢阜大学長学部)⊃

著者の一人吉田 (1951)はカラフトクロウ1)-ムシの接着型性染色体につい

て報告した.この度はこれに近縁であるウ1)-ムシ (Rhaphidopalpafemora-

lisMoTSCll.)の性染色体を調べたので,その結果について報告する｡

第一精母細胞の染色体数は n-29である｡この核枚の中に 1個の異常に大

きなⅤ字形染色体がみられる｡後期の側面観から,この異常な染色体は3個の

染色体から構成された三価染色体であ●ることがわかる｡Ⅴ字形の三価染色体は
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Vの両既にあたる2本の長い染色体と,Ⅴの突端部にある1個の′トきな染色体

に分れて,それぞれ反対の極へ移行するO

第二精母細胞には染色体数の違う2種薪の細胞が観察された｡一方の細胞に

は 30個の染色体がある｡この中で1本の大 きなⅤ字形染色体と1本のやや′ト

さなⅤ字形染色体が含まれている｡これらの2本の染色体は他の常染色体から

容易に識別することができる｡他の一方の細胞はn-29で,前述の細胞にみら

れたような大きなⅤ字形染色体は1個も見られない｡しかし,28個の常染色体

の外に非常に′トきな1個の染色体が観察された｡

以上の観察結果から,2本の大きなⅤ字形染色体は Ⅹ1Ⅹ2 であり,′トさ

な1個の染色体はY染色体であることは疑いないO筆者の一人吉田は鞘週目及

び半辺日の染色体研究において自然界における近縁なる種属間においては,悼

染色体と常染色体との間に量的に一定の平衝関係が存在するという事実を指摘

してきた (吉田 1944-1952)｡-ムシ類は現在までのところ約 20数種の染色

体が調べられている (牧野 1950参照)o染色体数は殆んどすべてが2n-30前

後で,しかもⅩ-Y型である｡しかしウ1)-ムシは 2n-59(杏)で,性染色体

は 2Ⅹ-Y型である｡この事実から,ウ1)-ムシは 2n-30のある種類の染色

体倍加によって生じたと考えられる｡常染色体の倍加と同時にⅩ染色体も倍加

し,ここにおいて常染色体と性漁色体との間に量的に平衝関係が保たれ,安定

なる種としての存続が可能になったと考えられた｡

酒 井 研 究 室

(工) オオムギにおける競事力の品種間差異 (続報)(酒井寛一 ･後藤寛治)

前年のイネに引続き,オオムギとイネで行った実験の結果を報告する｡

(A) オオムギ

12品種の単植及び混格のあらゆる組合せ144種を4回反覆の単純格子型法で

実験した｡1株当りの茎数と粒重を調べたが,それら結果の分散分析により,

両形質共品種 (混植処理を含む)問に有意な差のあることが判った｡それで更

に単植区の値を0として混植区の増減量を出し,それについて分散分析を行っ

たところ,競争による増減量には品種に'よって有意な差のあることが判ったQ
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これらの結果により12品種は茎数と粒重のそれぞれについて,競争力の強

さの順にならべることができたが,その順位は茎数と粒重でそれほど著しくく

るうことはなかった｡また上記の 12品種は皮株性,草型,春秋播性,種子の

大きさ,成熟期,草丈,龍渦性その他において変異を示したが,競争力はこれ

ら各穐形質と相関を示すことはなかった｡

(B) イ ネ

前年6品種につき品種間差異を明かにしたが, 1952年にはそれらのうちの

3品種を競争力の検定品種とし,新たな5品種の穀争力をしらべたO実験は分

割区法で3回反覆とした｡

1株当りの草丈,地上部重,穂重,穂数について分散分析を行ったところ,

品種間では4形質共1%水準の有意性が見出されたが,競争効果は地上部重,

穂重において5%水準の有意性,穂数は5%水準に近い値を示した｡

この実験により,前年の6品種と合せての 11品種につき,競争力に品種間

差異のあることが判り,かつそれらの問に,これらの実験の行われた条件にお

いて一定の順位をつけることができた｡

以上の実験によって,イネにおいてもオオムギにおいても,品種の特性とし

て競争力に差があり,その変異は充分に大きいことが明らかになった｡

(Ⅱ) オオムギの=僧体と同質四倍体間の競串について

(酒井寛一 ･鈴木保男)

オオムギ2品稜の各二倍体と同質四倍体を使って競争力の強弱をしらべた｡

実験は二倍体と四倍体を相互に組合せて,品種別に4通りの単植及び混植区を

作 り,5回または6回反覆の分･割区試験法で行った｡競争個体の配列は一辺が

23糎の正六角形で,その中心点にかこまれる個体を配置し,1本植とした｡成

熟後抜取 り,気乾して,個体当りの植物重,茎数,穂数,穂重,粒数,粒重,

不稔率を調査した｡分散分析の結果,両品種各形質とも二倍体と四倍体聞及び

染色体数と競争との働きあいに極めて有意な差異が認められた｡

この実験において,両品種を通じて常に,二倍体と四倍体の競争では二倍体

が強 く,四倍体は弱かった｡すなわち四倍体に取かこまれた二倍体は単格に比

して 33乃至 56%の増量となり,二倍体に取かこまれた四倍体は 43乃至 69
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%の減少を示した｡不稔率は競争の結果,二倍体の中の四倍体においては増加

し四倍体の中の二倍体においては減少した｡従って二倍体の中に混穐きれ7':四

倍体のオオムギは,四倍体のみを単植した場合に比して,1株当りの生産粒数に

著しい不利益をうることが判った｡すなわちこの実験に用いられたオオムギ品

稜に関する限り,同質四倍体は一定環量条件において二倍体との競争に打勝つ

ことができず,従って混合集団では選択的不利にさらされることがわかったO

(Ⅲ) 陸稿と赤米との競争 (酒井寛一 ･鈴木保男 ･中山治彦)

陸稲にしばしばいわゆる赤米が混入し,陸稲の栽培価値を甚しく減ずること

はすでに知られている｡この赤米は多 く印度型のウルチイネで,一度陸稲の集

団に混入すると,その駆除は容易でない｡後って赤米の混入とその後の行動は

作物学的にも集団遺伝学的にも興味深いものがある｡本研究はこの間題に関し

まず陸稲と赤米との問に起る競争について実験を行ったものである｡

陸稲農林 21号と農家圃場から採集した赤米の両桂子を別々に苗床にまいて

後これを移植した｡植方は正六角形の1本植6個体が中央の1個体をとりまく

ようにし中央の陸稲または赤米に対し,それぞれ陸稲または赤米の6個体及び
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陸稲,赤米各3個体を植えた｡とりまき処理を′ト区とする3回反覆の分割区法

で実験を行った｡

草丈,仝重,穂数,穂重,粒重,粒数を個体別に調査し分散分析 を行 っ た

ところ,競争と品種の働きあいは,すべての形質において極めて高い有意性を

示した｡各種処理における形質の平均値は次表の通りである｡
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すなわち陸稲は赤木に取囲まれるとすべての形質童が減少し,赤米は陸稲に

取囲まれると増加する｡とくに赤米の株当り生産粒数は著しい増加を示す｡明

I,かに赤米は陸稲に対し競争力強 く,後って陸稲の集団内における稀少の赤米

個体は極めて大きい繁殖を示すことが考えられる｡初めに述べたように,陸稲

集団に混生する赤米の駆除は困難であることが知られているが,その原因の1

つは赤米の強い競争力による繁殖の有利さに帰せられよう｡

(Ⅳ) Abetmoschus の人為合成種と両親種間の麓宰

(酒井寛一 .鈴木保男)

糊麻 (2n-192)は,京都大学の香川教授によって,オクラ (2n-124) と

トロロアオイ (2n-68) とより合成された複二倍体である. これら3種を使

って,競争力の実験を行った｡実験は3種を相互に組合せて各単梅と2痩ずつ

の混植区を作り,4回反覆の分･割区試験法によってなされた｡個体配列は正六

角形とし,その中心点に囲まれる個体を配置して,いずれの個体問 も等しく24
糎とした｡調べた形質は植物重,草丈,果数,乾燥果重,種子数,稜子重で,

その結果を分散分･折によって分析した｡それによると,各形質の種問差異,辛

丈を除いた他の形質の競争及び桂と競争との働きあいに統計的に極めて有意な
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差が認められた｡

組 合 せ

M)M ?M)e

4…忠 霊 2::計 o;:Il;き

･g)M ら g)e
■

55･29こ21･84≡14･64h5431lr320･51!63･661150･311E332･541274･70
4.93 1.06

果 重(瓦)⊆ 3･89. 1･35 1112i18･73!38146: 6･9011 …霊鳥 ..謁 1::38…

註:Mは トロロアオイ,eはオクラ,gは糊麻の略号で,かつこの左 が囲ま れ
る植物であることを示す｡

この実験の結果,草丈を除 く各種形質の競争力において,複二倍体の糊麻が

最 も強 く,トロロアオイが最 も弱いことがわかった｡いま,競争力を草丈以外

の形質について見ると,糊麻はトTITlアオイの中に混植された場合,単櫓に比

して221乃至250%の増畳を得,オクラの中では 88乃至200%の著しい増加

を示した.オクラはトTltlアオイの中に混植されると,84乃至105%の増加と

なったが,糊麻の中では9乃至 73%の減少を示した｡またhHlアオイはオ

クラの中では 21乃至 82%,糊麻の中では 32乃至 82%の減少となった｡

すなわち合成麓である糊麻は,両親塩のいずれの中に混植きれても,それらよ

り競争力が優れていたため,果数,種子数等に著しい増量を獲得した｡従って

このような環境条件では Abelmoschusの合成種は親の集団中で,競争によっ

て繁殖力が高まり,有利となることが判った｡

(V) 雑種集団の生産力による交配組合せの真否の検定に関する理論研究

(涌井寛一 ･川口佳彦)

収量を目標とする植物の交配育種において,沢山作られた交配阻合せのうち

から最 もよい雑種集団を選ぶことは,非常に重要な問題でありながら,未だ解

決されていない.後乗の試みは,雑種の初期世代の集団の収量調査であったO

これは,全体的に多収の集団は生産力の高い遺伝子型をより多 く含み得ようと

いう考えに基づくが,1940以降における数人の実験結果は,あるいは正の結果

を示し,あるいは負を示している｡著者らは雑種集団の実測収量が,しばしば成
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熟期や草丈のように環境変異性の比較的に低い第二,第三の形質の分社によっ

て支配きれる可能性を考え,第二 (≡)形質の変異を知ることによって,真の

収量の推定を行おうと考えた｡

閃題を簡単にするために, (1)生産力と第二 (≡)形質との問に遺伝的相

関がなく, (2)生産力は正規分布をし, (3)第二 (≡)形質 もポ1)ど- 1/

的に分･粧して正規分･布を示し, (4)第二 (≡)形質の変異は生産力の測定値

をある関係でへらすとしよう｡

第二形質の,平均値0からの偏差 ±∬に対する実測収量減少の形式として,

(1)a-1-k:x:,(2)a-1-kx2,(3)a-1-(1-e~た･x･),及び (4)9-

1-(1-e~kT9) 等が考えられる｡ただLgは偏差xにおける収量割合,kは植

物と形質の種類及び生育と収穫調査の条件によって与えられる常数とするOい

まもし雑種集団の其の収量を P,実測値をP,第二形質の標準偏差をOとすれ

ば,上記4種の減少の形式に対応して,

'1) p-prw(1-k.rxOv去 eI2言…dx-A(1-J手kO'

但し (トJ言 kd),0

(2) p-pf_≡(1-kx2)V去ie - 意 dx-P(1-ko2'

但し (1-k62)>o

'3) p-互三e小誌 e~憲 ~dx-pe苧 (1-V去 了 e~y29du'
I/ll

(4) P-PJ三eI脚 ▽去 e-Tg2万∬-vi.12TkO72
がえられる｡

さらに2個の形質 Ⅹ,Y -の拡張の1例として

(5) g-ト (ト e-'脚 十Iy2')なる場合が考えられ,これは次のようになる.

I=だLk,lはそれぞれ Ⅹ,Y 形質の,平均値 0からの偏差 ±x,±yに対する

前記の常数とし,さらにⅩ,Y問の相関係数をpで表わせば,

p-prJ _mpe-(柳 lyB)27rdxdYVl二p2e-*p詰芸1-竃等十着 )dxdy
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-V'1+2k6x2+2Ilga 亭抑 才てi二両

がえられる｡

以上によって,収量に影響する第二 (≡)形質につき,その影響の方法に関

する知識を予めえておけば,それら形質の標準偏差を知ることによって,実測

収量から其の収量を推定することができよう｡

(Ⅵ) 他殖性植物における遺伝子の機会的変動と難憧強勢の喪失

(酒井寛一 ･鈴木保男)

他殖性植物特に薬 ･根菜類の原種生産は遺伝学的に興味ある問題を含んでい

る｡ここにとり上げるのは,品位特性に関する厳格な選抜と,それに毒矢ぐ隔離

採種のために採種用母本数の極度に制限される読薬類の晶薩退化に関する理論

的基礎 としての数値計算である｡

完全混合的植物群で,-テロの遺伝子対または染色体対によって起る雑種強

勢をもっている場合を考える｡ただしこの場合の雑種強勢とは生産力または各

種抵抗性に広 く関与し,選抜の対象にならぬという前提をお く｡いま1対の遺

伝子 (染色体)A,aを含む集団で,Aの頻度を P,aのそれをq,P+q-1と

すれば,その集団から任意にとり出した Ⅳ個体には 2Ⅳ個の遺伝子(染色体)

が含まれる.この′ト集団がたまたまaのある頻度 qlをもつ確率は,

(2Ⅳ) !
.1･.･V.:.,l'!̀呈ふ !♪川 '.･it'F'

でえられる｡ もしこのような母本とり出しをn回続けたとき,最後にaの頻度

qn を含む′ト集団のできる確率は,

2N乱Ⅳ■ 2_V

23･-･･･ヨ(2NC皇NqiPB" pもqW qi)(2NC2Nq,9 12qp'qi2Nq').･･-J-LJJILITll-U
(皇NC2Nqn P lnaNpnqmBNIn)

によって与えられる｡このような機会的変動の結果,′ト集団における対立遺伝

子の一方は漸次その頻度を減少し,遂には全 くホモになってしまうが,同時に

雑種強勢 も減退する｡

初めの集団の P,qを各0･5とし,毎代 2,3,5,7,10,15個体の母本を
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とり出したとき,10代迄の問における対立遺伝子 (染色体)の喪失の確率と雑

種強勢の平均の減退を計算したものが次表である｡ただしこのときの雑種強勢
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表中,立体数字は対立遺伝子 (染色体)の一方を失ってホモになってしまう確率,

イタリックの数字は平均の雑種強勢量をあらわすO

の計算は AA または aaの強勢量を 0,Aaのそれを1とし,A,aを 九

qiの頻度で含む集団における Aaの頻度を 2PLqiとしてえた｡

現在我国で糞 .根菜薪の原種生産において選抜される母本数は一般に少 く,

10個体に至らぬものが多い｡場合によっては 2,3個体が常習されることもあ

る｡ こゝに記した計算の結果は,それらの採種法に対してある示唆を与えるも

のであろう｡

(Ⅷ) ナスの遺伝学的研究 (後藤寛治)

(A) 畳的形箕に関与する遺伝子作用の分析
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ナスの主要な経済的形質は,いわゆる量的遺伝を示す｡.2,3の量的形質に

関係する遺伝子作用の数学的模式と,ドミナンスの程度を推定する目的で実験

を行った｡材料には,生理的,形態的な諸形質について顕著な差異を示す7品

種と,それら品種間の 18組合せの Flを供試した｡実験の結果,果形及び開

花期に関係する遺伝子は,ともに負の方向に働 くドミナンスをもち,加算的累

積効果を示すことがわかった｡果形遺伝子のドミナンスは,一般に低いが,開

花期に関する遺伝子のドミナンスは,さ阻合せによって著るしい差異があり,追

優性を示す場合 もみられた｡果重に関する成績では,対数変換の効果が明らか

に認められた｡またビルマ茄の特性である房成性には,本実験に供試されたj阻

合せに関する限 り,ドミナンスが働かないことがわかり,刺に関する遺伝子は

負の方向に働 くドミナンスをもつことがわかった｡

(13) 量的形柴のへ1)タビ1)テーと関与する遺伝子数の推定

上記実験の結果得られた数学的模式に基き, LUsli(1949)のいわゆる広義の

-リクビ1)チ-とWright法による最低遺伝子数の推定を試みた｡6品種 (ど

ルマ茄,仙台長一号,蔓細千成,台湾長,ブラック･ビュrテ一,7.ll)ダ ･

-イ･ブッシュ)とそれらの間の5組合せの Fl,F豆を材料とした.

果形,果重,開花期,株当り収量,株当り果実数の-リクビl)チ-は,5組

合せ平均で,それぞれ,90,90,70,10,4%となり,形質間で演者な差異を

みせた｡こ でゝ,果重が想像以上高い価を示したのは, Flを使って推定した

環境の分･散が著るしく低かったことによるものと考えられた｡また果実 の収

量,果実数が低い-1)クビ1)チ-を示すことは, F皇代でのこれら形質の個体

変異の大部分･が,環環の要因で左右されていることを暗示している｡さらに,

果実の収量と果実数の両形質に関するF2の全体の分散は,ビルマ茄×仙台長一

早,蔓細千成×ブラック･ビューテーの2粗合せで,環境による分散よりも少

かった｡なお,F2代の株当り収量と果実数について算出された平均値は,5組

合せ平均でFlを100とした時,ともに74% に低下していた｡

また最低遺伝子数は,組合せ問でかなりの差を示したが,各形質での最高数

は,果形で5(ビルマ茄×仙台長一号),果重で 9,開花期で4 (フPl)ダ ･-

イ･ブッシュ×仙台長一号)であった｡果重では,両親の差異が大きい組合せ
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ほど推定数が多かつ7=C

ビルマ茄×仙台長一号で,房成性と刺の数は,それぞれ 80,70%の-りク

ビl)チ-を示し,関係する遺伝子数は,3,4個と推定された｡

4組合せで果形と果重の問,ビルマ茄×仙台長一号で,異形,果重,開花期,

房成性,刺の数の相互間で,表現型相関の程度を算出してみ7:が,相関係数は

統計学的に有意義な場合があっても低 く,これらの量的形質を支配する遺伝子

系は,それぞれ独立に分離することを暗示した｡ますこビルマ茄,ブラック･ビ

ューテ-,フPl)ダ ･-イ･ブッシュの帯下及び薪の頂部の着色に関する遺伝

子は,無着色品種との雑種 F2代で,メ-/デル式の単遺伝子分離を示した｡フ

ロl)ダ ･-イ ･ブッシュ×仙台長一号の組合せで,この着色遺伝子と果形,輿

重,開花期に関する遺伝子系の問に連関が認められ,着色個体は,無着色個体

に比し,平均して丸形で,果実は大 きくなり,また開花期が遅れることが明ら

かになり,その差は有意義と認められた｡

(Ⅷ) ナスの稚苗期における-テt7-シスと稚苗の抽出液が菌の生長に

及ぼす影響 (後藤 寛治 ･津田 誠三)

ナスの Fl雑種は稚苗期にすでに顕著な-チ.I-シスを示す｡5品瞳とそれ

らの問の3組合せの Fl (フPI)ダ ･ノ､イ ･ブッシュ×仙台長一号,ビルマ茄

×仙台長一号,台湾長×ブラック･ビューテー)について,播種後 30日目の

苗の重畳と草丈を調査したところ,Flは中間親に比し重量では 29-104%,

草丈では 24-41% の増量を示したO稚苗にみられる-テTl-シスに連関して

稚苗の抽出液の性質を明らかにする目的で,2,3の実験を行った｡

抽出液が糸状菌 Aspergillus Oryzaeの発育量に及ぼす効果を調査した結

果,基礎増養基1)に直接菌を移植した標準区に比し,0.25,0.75,1.00ccの抽

出液を加えたEx-.は順次に発育畳が多 く,抽出液をオ-1･クレープで 201bs.20

分間加熱してから加えた区(0.75cc)は,なんら発育量の低減がないが,一度拍

1) 基礎堵壷基にはツァペック･ドック増養基に裳天 2,0% 加えたもの 15ccに対し
て,試験地迅液を添加し,平面培養により菌の発育量を求めた｡培養温匿は 28oC
である｡
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出液を活性策処理したものを加えた区 (0.75cc)では,発育量を増大する効果

が,下位の 0.25cc区に近 くなつたこ.れ等の処理の結果には統計学的に有意義

7:f差異が認められた｡上の実験には,播櫨後 20日経過した其黒 (品位)を用

いたが,この苗からとった抽出液と,播櫨後 27日の苗からとったものを比較

してみT:ところ,両者の効果の問には差異が認められなかった.次に Fl雑櫨

と親からとった抽出液の問で,その効果の差異を調べる目的で.上記35阻合せ

の Flの苗からとった抽出液の効果を親のそれと比較した.フtlI)ダ･-イ･

ブッシュ×仙台長一号,及びビルマ茄×仙台長一号の Flの抽出液は,親から

とったものよりも菌の発育畳を増し,両者の差異は有意義と認められたが,令

湾長×ブラック･ビューテーの Flと両親の問には差異が認められなかった｡

辻 田 研 究 室

(I) 蚕の発生遺伝学的研究 (辻田光雄)

(A)E遺伝子群中の EDとEKpとの関係について (続)

E複対立遺伝子群中の EKp(第 4,5環節にい字形斑紋をもつ)とEKp(第

5環節に過剰腹肢をもつ)との Flは,両方の形質を併せもったもの を生 ず

る｡従来これらは外の E遺伝子群とともにそれぞれ複対立関係にあり交叉は

起 らないとされていT=｡ところが EHとEKpの間に明瞭な組襖が起ることを

発見し,さきに (′51)その一部を述べたが,こ にゝその後えた結果をも合せて

要約する｡

+×EB/EK2'の交雑において常に極少数の阻換型 EHEKp/+十を生じ,その

阻換率は0.7%である｡EuEKp++は第 4,第5環節にい字形斑紋と過剰腹肢

を生 じ明かに新しい形質となっているのは,蚕における pDSitionpsendo-alle･

lism (LEWIS′52)の好例である. 十×EHEKp/+十は常に ED とEKpとを分

離し,そのう阻換率はやはり0.7%である｡興味あることは EqEKp/++×+に

おいても極めて低率 (0.2%)ながらEEとEKpとを生ずるが,かく♀におい

て組換が起るのは何 らか染色体異常に基づくものであろう.EDEKp/++同志

の交配により EHEKp/EHEFp:EuEKp/++:+がはゞ1:2:1の割合に分
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離する EHEKp/EREKpと正常との交配では悉 くEHEKp/++型の蚕を生ずるO

ホモの個体は第4第6環節に過剰半月紋をもち,2対の過剰腹肢が極めてよく

発育し,蟻蚕では正常と殆ど同じ位の大きさに見えるが,幼虫の成長とともに

やはり正常のものよりいくらか′ト形となる｡肢瑞の爪はよく発達するが,物を

把握するカは弱いか殆どない｡ホモのものは-テtzのも.のより概して虚弱であ

り,かつ羽化せるものは交尾不能のものが多い｡これは主として雄の異常が目

立ち恰もDDTの中毒症状に似て肢が痔輝せるもの ゝごとく,仰向けとなり再

び起上 り得ないことによる｡解剖学的所見の結果は後方神経球が崎形を量し,

この神経球異常と肢の麻捧状態との間に何らか関係があるものと考えられる｡

以上述べたところで明らかなように EEとEKpの座位が異なるとすれば,両

者のいずれが第vl染色体の端に来るか,この点を明らかにするためにNc⊂1.4

単位市川 (′43)による〕とEEぉよぴER-pのそれぞれとの問の阻換率を調べ

たが,Nc遺伝子の存在によりEEの過剰斑紋や EKpの過剰腹肢などの表現

が著しく抑圧されるため明瞭な結果が得られなかった｡

EHELrp/++の卵は催青にあたって適当の環境下 (例えば催青温度 230-

25oC,湿度 75-85%)の時には雛化良好であるが,ある環境 (例えば定温器中

温度 27oC,湿度 47%)の時には著しく暇化不良となる｡後って EEtEKp/++

と正常との交雑 Flにおいて正常蚕に比LEEEKp/++ の個体の数が著しく少

くなるoこの点は興味ある事実で,さらにこれが応用につい.Tも考えているO
(li) EMsと とEMoの関係

EMsは日支一代雑種から自然突然変異体として1頭現れたものが起源で,そ

の特徴は第7環節または第7と第9環節に星状紋をもつ｡そしてホモのものは

第 10と第 11節に過剰腹政を生ずるがその表現度は低い｡ホモは勿請-テロ

も暇化不良であるoEMCの-テTlは第 6環節に過剰い形斑紋をもち,第 5環

節に腹肢状′ト突起が現れる｡ホモの個体は全環節が胸節状を呈し各環節に胸肢

を生じしかも反転し得ずして死ぬ｡ENsは星紋を全然欠 くが致死作用はない｡

上述のEMe,ENsは EMsの相互交配の蛾区または EMsと正常との交蛾蚊区

において時々極めて少数出現する01950-′52年に亘って飼育した多数の EMs

蛾区のうちEMcの現れた蛾区のみにつきその出現した実数を集録すれば第 1表

の如 くである｡
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第 1表
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4
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上 表から明らかJj:ように各蛾区の出現率はまちまちであ る｡

上 記 と反対にE Moの蛾区からEusの出現 について見ると,この方 は非 常に

稀で あ り今までに;二ゞ 1頭現れたにすぎない (第2表)｡第2表

葦 嘉 弓志 望 ;No･ ･+ l EMs L EMc …合 計 ㌻
･･.r.lt･.I ttltl I.･,.

EMs出現率

いわゆる E複対立遺伝子群は単なる点座位ではなくある長さをもち,そこ

に同じような方向にしかも少しずつちがった働 きをもつ遺伝子が,列んで構成

されたかなり複雑な構造のものであり,その構造のちがいでいろいろの表現を

なすものと考えられる｡この理論からすれば遺伝子取成の阻換えとそれに伴 う

位置効果の如 き働 きにより, EMsと比べて発生学的には著しく趣を異にした表

現を示す EMcの如 きものを生じたと見ても決して無理でなかろう0T: 逆ゞの

方向-の変化が殆ど全 く見られないのは一見不可解であるが,EMoの-テロ個

体の部分致死作用が比較的強 く,これが卵内でまたは酵化後間 もなく死に,幼

虫時代に殆ど全 く見出しえないためのように思われる｡

(Ⅱ) 茸色死蚕に騎する研究 (辻田光雄 ･坂口文書)

(A) 草色死卵について

役来 leml(旧 Iy遺伝子)は第1眠起に黄色を蓋し死ぬのが特徴とされてい
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たOしかし遺伝子型わm/lemlを母体とする場合には,+/lemlまたはIem/lem乙

のいずれを雄として用うるも,第 1眠起に黄色死蚕は現れず,lemlホモの個体

はすべて卵内にて死ぬ｡諌死卵は黄色を墨するが,これは卵中にて完全に発育

せる蟻蚕が淡黄褐色を示すため,これが卵殻を通じて帯黄色を基するのであ

る｡この黄色色素は真皮細胞内に含まれる｡黄色死卵は一見赤蟻系の催青卵に

酷似するが,全 く鰐化し得ない点が異なる｡人為的に卵殻を切 り開 き蟻蚕をと

り出せば桑葉を求めて盛んにはい廻 り,桑葉を与えれば食桑せんとするが,

阻噴し得ないで餓死する｡黄色死蚕は正常累蟻蚕に比較すると前者は頭部,

上願,肢先端部および気門などすべて漆黒色なるに反し,後者では殆ど黒色色

素を欠 く｡結局致死の直接原因は上願の硬化不十分で卵殻を食い破 りえないた

めで,第 1眠起の致死原田と同一である｡いずれの場合においても黒色色素 メ

ラエ ソの生成と黄色色素の生成との問に密接な関係あることが考えられる｡さ

らに Ieml/lemlは第1日卵 (u,i) 中に発育するとき,蟻蚕は褐色味を伴わず鮮

かな黄色を量するようになる0第 1日卵中の正常隆子が黒蟻に発育することか

ら見て Ieml/leml遺伝子型の場合 ト1)プ トファ･/代謝とも何 らか関係あるこ

とが窺知される｡

以上の如 き問題を生化学的に解明するため実験を行い,三先に記載する如 き結

果をえた｡文中 Iemlとは第1眠起黄色死蚕を,lem'eとは黄色死卵を,lemte

(uJ1) は第 1日卵中に発育した黄色蟻蚕を意味する｡

(B) 葉色死蚕の達伝生化学駒研究

材料には+,len,lemT,lemle,lemTe(wl)などを用い,それ らの卵の時代

及び鰐化後第1眠起迄のものに就てペーパーク｡マT.グラフを行ない,抽出は

80%メタノール,10-15%酷酸及び10-20%アルカ1)等を用いて遠心分･班後或

は吸引滅過後の清澄液を試料 とした.展開剤はブタノール醍酸,フェノ-ル,

杓橡酸 ソ-ダ (4%)及びピ1)㌔-/水溶液等を用いて,紫外線下の蛍光による

分析並に- -/ヒドリン反応による遊離アミノ酸の検出を行った｡なお抽出,展

開並に乾燥は暗所で行い,対照としてロイコプテ1)ソ(Leucopterin),キサント

プチ1)I/(Ⅹanthopterin),イソキサ-/トプチ1)-/ (Isoxanthopterin)及び1)求

フラビン (Riboぬvin)などは合成品を用いた｡

以上の方法によって Iemleの蟻蚕の黄色色素について調べた結果,lem に
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みられると同じ Rf0.40附近に鮮明な葉色の点を認め, またこの物質が光分

解を受けて,Rfがキサントプテ 1)ソと殆んど同一の価になり青色となること,

及びpH差によって蛍光色が変ること等からキサ･/トプチ 1)-/-Bであることが

わかった｡

次に材料のすべてについて促音末期の卵の乾燥量0.3gr.をとり,5mlの10%

酢酸または 80% メタノールで抽出し,その滅液を約 0.5mlまで減圧濃縮 し

て,イソキサ-/I.プテ1)-/並にキサ･/トプチ 1)ソーBの相対的な畳を調べた結

果,前者はほ +ゞ>lem>leml>lemTe(uJ1)の関係に,また後者はほゞこの反

対の傾向にあり,十にはみられなかった｡すなわちこの両物質の間にはかなり

密接な道の畳的関係にあ,3ことがわかった｡また Iem己eにwl遺伝子 を入れる

と,キサ-/I-プチ1)-/-Bが著 しく多 くなる傾向があり,これがトl)プ717ァ-/

(Tryptophan)代謝との問に何か関連性のあることを思わしめる｡更にIeml及び

Iemleに は Rf0.67附近に淡い暗青色の蛍光をもつ未知の物 質 を認 めたO

+,lem,leml,lemleの促音末期の卵及び Iemlの第1眠起の幼虫の一定量

について,2次元のペーパークロマトグラフ法を用い,遊離ア ミノ酸の定性並に

相対的定量を行った結果,いずれも20種前後を認めたが.各系統問でちがい

のあったものはチロシン,7oPI)I/,ダルクミ-/酸,グルタミン,アスパラギ

ン酸,シスチン酸,メテオ--/,アルギ--/,タウ1)ソ,β-アラ--/等であっ

たOこれらの うちメチオ--/は+ま:=はIem に僅か認められるのに反し,leml

及びわmleでは顕著にみられ,とくに後者には多い傾向にあったが,その意義

については不明である｡

以上を給合すると, +,lem.len ,lemle,lemle(wl)等の差を決める主要

素として,キサントプテ 1)-/-B及こヾイソキサ-/トプチ1)-/の畳と,これに関

連のある物質が考えられるO

(Ⅲ) 野蚕の遺伝生化学的研究

第 1報 党麻蚕皮膚き阻概の色素について (坂 口支署)

糞麻蚕の遺伝生化学的研究の一部として,皮膚粗放に含まれる色素について

検索した｡その結果の要約は次の如 くである｡

(1) 椎蚕期の皮膚及び壮蚕期の頭部の黄色色素をベーパ-クtlマ T.グラフ



65

法により分析を行った｡すなわち該色素の石油エーテル抽出物を石油エ⊥テル

によって展開した｡なお対照として黄繭の責色々素を用いた｡ その結 果 Rf

0.3黄色,0.7黄樫色,0.95黄色の各スポッT･がえられたが, これらの各ス

ポットは拡散 し易 く,ややもすれば不鮮明になり易いので,さらに予め活性化

処理した沈降性茨酸石灰及びアルミナ粉末(メルク製)の2層からなるカラム .

クロマ7-グラフに,該色素の石油エ-テル才由出液を通じ,石油エーテルで展開

した結果,茨酸石灰の層に黄色及びアルミナ層に黄躍色の各着色帯 がえ られ

た｡これらの各色素に濃硫酸,濃塩酸,Fe乞C16及びZnC12を加えた結果何れも

カロチノイド系色素通有の呈色反応を与えた｡

以上の実験結果から,該色素はキサントフィル及びカロチンなどから成るい

わゆるカロチノイド系色素と推定される｡

(2) 椎蚕および壮蚕の皮膚あるいは頭部より責色々素を,石油エーテル及

び 80% メタノールにて殆ど完全に除去した残梓を,水あるいは酷酸 (10-20

%)で抽出し,ブタノール酷酸及びピ1)ジ-/を展開剤として,ペ-メ-クロマ

I.グラフにかけ紫外線下で蛍光による分･新を行った｡ただし対照として.lイコ

プチl)-/,イソキサ-/Ttプチl)-/,キサ-/トプテ1)-/,1)ボフラビンなどは合

成品を用いた｡その結果ロイコプチ1)ン,イソキサ-/1.プチ1)ソ,キサ･/トプ

テl)-/及び1)ボフラビンにはぼ Rfおよび蛍光色の同じ点がえられた｡そして

イソキサントプテlJンに相当する紫の点はブタノール鰐酸の場合には Rf0.23

の 1点であるが,ピl)ジン展開の場合には Rf0.23とRf0.70の 2点に分れ

ることから,この物質の構造はイソキサンT･プテ1)-/に類似するものと,それ

にある側鋲のついた誘導体の2稜から成ると考えられるo

以上の結果を家蚕の場合と比較すると,プチ1)ソ系色素についてはあまり変

りがないが,カロチノイド系色素については趣を異にしている｡すなわち家蚕

では桑葉中のカロチノイド系色素が中腸皮膜を透過する系統としないものとが

あり,さらに血液中にカTlチノイド系色素が含まれる場合,これが絹糸腺細胞

を透過する系統としからざるものとがある｡そしていずれの系統でも該色素が

皮膚細胞に透過することはない｡しかるにここに用いた澄麻蚕の系統 (黄体色

系)は血液中にカtZチノイド系色素を合むが,絹糸腺細胞は透過しないで真皮

細胞内-透過する｡すなわち家蚕の場合と逆の関係にある｡かくして蒐麻蚕の
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皮膚鼠親のカTZチノイド系色素は,遺伝子に支配きれる組織細胞の透過性に関

して興味ある問題を示唆している｡

(Ⅳ) 蚕鬼中腸皮膜における細胞賞頼粒と呼吸酵素系との関係について

(辻田光雄 ･坂口支吾)

この実験はミトコ･/ド1)アの発生遺伝並に細胞代謝における役割に関する研

究の一部として行ったものである｡

材料としては蚕児中腸皮膜を用い,細胞質穎粒 (主としてミTtコソド1)アを

含む)と呼吸酵素系とくにチトクTI-ム ･オキシダーゼ及び班拍脱水素酵素と

の関係について次のような実験を行った｡

中腸皮膜を庶糖高調液中にてホモジェナイザーを用いて磨砕し,超遠心分離

横を用いて図のような6層に分別した｡

材料 (氷で冷却)
3倍土の 0.88M 薦席液を加え冷mLな
が らホモジエナイザーにて塵砕する｡

1

23T3r& 蒜蒜 0分遠心欄
｢

沈 澱
1.(N)

沈 澱
2.(Mt〝)

.1
上 清

150M r,p.m にて 20分耽確

沈 J澱
0,55M 薦解放に
懸 濁

沈 澱
3.(WITt)

上 清
20000r.p.mにて
2時間沈渡

上 清
0.55M 薦糖液に甥茄
200dr.p.m にて2時間沈澱 4.(S包)

沈 澱 上 清
5.(Pw) 6.(W p)

1-6の各層における2種の呼吸酵素活性をW ARBURGの検圧計を用いScHNEI.

DER & PoTTER ら (′43)の方法に従い検定し,さらにl)ポフラビ -/の量的関

係について比較検討した｡

各層における2種の呼吸酵素活性をホモジェホート1mlに対する1時間後

の酸素消費量 (pl)で示すと次の如 くである.
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＼ ＼一一､各層記号
呼吸酵素 ＼､--

頚 王白酸 脱 水 素 酵 素

チトクローム･オキシダーゼ

N Mw W m S2 PtQ Wp

34.3 20.0 7.1 0.3 6.0 6.1

73.6 61.0 13.5 56.9 29.4 7.4

次に各層における1)ボフラビンをペーパークロマトグラフを用いて相対的定

量を行った結果は次の如 くである｡

リ ボ フ ラ ビ y l+十 +十十 + +十 土 士

数回反覆して超遠心沈澱した N,MwやW"lにつき光学顕微鏡 (位相差)及

び電子顕微鏡的観察を行った結果によると,Ⅳには組織の破片や遊離細胞が多

く,Mz"には主としてミトコソド1)アと考えられる額粒ないし糸状物 (糸状物

の多 くは破壊されて原形をとどめないものが多い)を合むが,これのみでなく外

の物質例えば細胞質破片などを混じ,また Py,に超顕錬鏡的粒子以外に若干 ミ

トコンド1)ア状額粒をも混じそれぞれを純化することは仲々困難なように思わ

れる｡

以上の結果によれば,N層を除外すれば大体 ミトコンドt)アを多 く含むM..

には呼吸酵素活性が最も強 く, なお M.Vには若干の1)ボフラビ-/が含まれて

いるようである.チ71クローム ･オキシダーゼとミトコンド1)アとの関係につ

いてはさきに辻田 (′48)が報告したが,この研究の結果はさらに両者の間に密

接な関係があることを裏付けるものと考えられる｡

(V) 人為的にえたT･1)ゾーミック蚕 (第2報)(辻田光雄)

さきに (年報第1号 ′50)で述べたい)ゾ-ミック蚕 (PS/pM/+p)はこれと

正常蚕 (+♪)とを交配すれば Flでは常に黒網暗色,黒縞,暗色および正常

の4型が分離し,さらに黒柿暗色蚕の細胞学的観察の結果,3価染色体が見られ

ることより,ト1)ゾ-ミック蚕なることを推定したのであった.

しかしFlにおいて無精暗色 ‥果楕 :暗色 ‥正常の分離比が,何故1:1:1‥1

に近い値を示すかに疑問があった｡もし当該染色体またはその所属染色体にお

いて,異常がないならば理論上果縮蚕 (ど/+pと9g/+P/+P)と暗色蚕 (PN/

+pと♪M/十P/+P)の分離数はそれぞれ,黒柄暗色蚕と正常蚕のそれの2倍で
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あることが期待されるのに,実際はこれと異なってほぼ同一の割合である｡

従ってこの点だけからすれば1.1)ゾーミック以外の説明ができないわけでは

ない.すなわちPSまたはPMの遺伝子座を含む染色体の破片が,第 2以外の

染色体に転座 したことによるのではないがという疑 も生ずる｡

この点を確かめるため問題の系統につきPsと Yおよび PM と Y との連

関について調べて見た｡現在保有するT･1)ゾ-ミック蚕には Y に閑しこつの

系統,すなわちPSY/pMy/+pyまたはPSy/PMY/十PyがあるOこの二つはYが

Ps染色体にあるか PH染色体にあるかの差異であって,その外には根本的な

ちがいがあるとは考えられない｡これらにつき実験の結果 Psと YまたはPN

と y はそれぞれ強い連関を示した｡

次にがY/pMy/+pyにおいて PSYがPMyまた+Pyと交叉する率,および

♪sy/PMY/+pyにおいて♪MYが Psyまたは+Pyと交叉する率は共にほぼ等

しく,その数値は正常の PsY間の交叉率 (25.6%)に比して著しく低 く僅か

に 1-2%に過 ぎない｡上記のト1)ゾ-ミックより分離した PsY/+pyまたは

♪MY/+py と正常との Flにつき,PSと YまたはPM と Y 問の交叉率を

調べたが前者を♀として,後者を杏として用いた場合は完全連関を示し,反対

の場合にはやはり著しく交叉率低 く3価染色体における交叉率に似て 1-3%

であった｡さらに前記の PS/+pとPM/+pを交雑しえた,PS/pyを用いこれ

と正常との交雑結果は,PS/pMx+p において PsとPMのみを生じ,またそ

の反対の場合にも結果は同じであった｡

以上の実験結果より見ても本系統が ト1)グーミック蚕なることは疑えないと

ころであるが,それでは何故黒楕暗色:黒楕:暗色:正常が,ほぼ1:1:1:1の

比に近 く分離するかについては,精母細胞におけるPS/pu/+pなる3価染色体

の分かれ方において PSpuト十十Pの分離がPsトう♪K+pまたはP∬←十が+p

のそれより頻繁に起 り,前者の頻度が後者のそれの凡そ2倍位であるとすれ

ば,大体実験により示される結果を理解しうる｡このような3価染色体問の異

常分離を惹起す要因と,♪SYpMYの交叉価を著しく低 くする要因との問には

何らか密接な関係にあることが考えられる｡
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〝 ､種々の材料による集団遺伝学

木

木
小
木

秩
藍

稔
藤

政

商

資

資
資

清

村

村野
村

相
月

生 移入交雑の過程における交叉の役割

9

9

0

0

1

1

3.12

3.24

新潟大学

静岡市

山形大学 (鶴岡市)

国立遺伝学研究所

新潟大学

東京都

国立遺伝学研究所

1.22

0. 8

竺巨 小麦属純系の穂に見 られる就 性とその遺伝様式 10･ 8

坐 ,集団遺伝学に関する二 ･三の閃電

義)∃種々の三倍性甜菜の比較

穿 雲針 掘 コムギの超短政敵 実験

村 清 二 ; コムギ零染色体植物とその宜態

井寛 一 イネにおける品種間競争

大阪南

新潟大学

q

9.9 F北海道大学

東京大学

新潟大学

東京大学東京大学

_ 謡

備■ 考

日本遺伝学会第 24回大会

日本園芸学会大会

日本育種学会第3回講演会

三島遺伝談話会釣合

日本遺伝学会第 24回大会

V l/

U q

日本学士院例会

BiologiCalSymposium

日本遺伝学会第24回大会特別講演日本遺伝学会第24回大会

大阪遺伝談話会例会特別講演

日本遺伝学会第24回大会

// 一′

敦崖艶 磨 蓋真岡例会

日本育種学会第2回講釈会

日本遺伝学会第 24回大会

日本植物学会第 17回大会

日本育種学会第2回講演会



発 表 者

酒 井 寛 一
〝

〟

霞 蓋 蔓嘉‡

悪業琵嘉)

; I

三 唱
坂口文 書
//

竹 中 要

田申義 贋
〝
′l
〟

土 川 清

浄 に]試 三

I/

辻 田光 雄

〝
〝

題

植物の異型個体間の競争

集団遺伝学から見た他徳性或菜の採種

選抜の理論

大麦における競争力の品種間差異

トウガラシの遺伝学的研究 (予報)

他根性植物の母本とり出しにおける遺伝子頻度の機会的
変動と雑種強勢について

大麦の2xと4x間の競争について

遠心力によるヒマ蚕の実験発生学的研究

家蚕並にヒマ蚕皮膚組織の色素について

タバコ属の細胞遺伝学 (第1報)

Ⅹ線産物優位遅れ車系統に関するその後の研究

多星紋と禍円とこぶとの相互関係

蚕の不安定遺伝子について

蚕の禍円各塾の安定皮の差異

ハ ツカネズミにおける適期的脱毛の遺伝

-テロキャリオンの二 ･三の例について

微生物の遺伝

EHEKp/++型の蚕について

蚕のグィ-ルスとショウジョウバエのグィ-ルスの比較

家蚕のいわゆる E複対立遺伝子群の研究 :EDとEKp
との関係について

場 所

北海道大学

農林省農業技術研究所

山形大学 (鶴岡市)

一

〟

新潟大学

Fl
東京農工大学

津市蚕糸試験場

新潟大学

東京大学

東京農工大学

熊本大学

新潟大学
l/
ケ

国立遺伝学研究所

東京農工大学

//

備 考

札幌退扇熟語呑~･7L廃棄色麻学
会共同例会
東京育種談帯金例会

日本育種学会第2回講演会公園
講演
q 第2回講演会

Jl ケ

日本遺伝学会第 24回大会

I/ q

日本蚕糸学会第 22回講演会

日本蚕糸学会東海支部大会

日本遺伝学会第 24回大会

日本育種学会第 2回講演会

日本蚕糸学会第 22回講演会

熊本遺伝談話会第7回例会

日本遺伝学会義等24回大会
〝 //

II JI

三島遺伝談話会第 13回例会

日本蚕糸学会第 22回講演会
Il rl

㌔ 日本遺伝学会第 24回大会
こぎ



発表者E 題
辻 田光 雄

法 官要 撃‡
吉 田 俊 秀

遺伝学的に見た細菌ヴィールス

艶 死 蚕の遺 伝 生化学的研究

マウスにおける自然発生痛の組織学的比較
特に移植性新任癌の2系統について

無菅維動物の病

武田肉腫の枝学的研究 (予報)

武田肉腰の細胞学的研究

マウス腰癌の染色体

ヒマ蚕雑種の細胞学的研究

癌の遺伝学的研究 (綜説)

滝沢ヒノン癌の細胞学的研究

月日場 所
公衆衛生院

新潟大学

京都大学

北海道大学
′/

東北 大学
新潟大学
〟

国立遺伝学研究所

名古星大学

備 考

日本細菌学会シンポジウム

日本遺伝学会第 24回大会

日本橋学会第 11回総会

札幌遺伝談話会第127回例会

動物学会北海道支部第43回･51会

日本動物学会第 23回大会

日本遺伝学会第 24回大会
(/ y

三島遭伝談話会第 13回例会

動物学会中部支部第18回例会
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VI 出 版 及 び 図 等

ゴル T･シュミッ7･文庫

R.GoLDSCHMIDT博士の好意によって 1951年2月に,莫大な数の図書及び

論文別刷が寄贈され,国立遺伝学研究所にゴル Ttシュミット文庫が開設されて

以来,研究所内外の研究者 賢

は測 り知ることのできない i

利益をうけてきた｡その後

も引続 き同博士は,以後に

集った文献を数回に分けて

送付されてきたが,1952年

に当文庫が受領した部数及

び月日は次の通 りである.

写真 1 図 書 室

到着月日 別刷部数 単行本部数 雑誌冊数

1952年 2月 15日 1 Science外 9種 29冊

1952年 5月 10日 106 1 〝 外12種 28冊

1952年 7月 30日 150 3 〝 外 9種 21冊

1952年 10月 6 日 177 1 7/ 外 5種 23冊

計 433 6

年 報 出 版

書 名 文数 発行部数

国立遺伝学研究所年報
第2号 (昭和26年度)

92● 1,000

NationallnstituteofGenetics(Japan)

AnnualReportNo.2(1951) 70 1,000

国内よりの寄贈図書及び報告類

101冊

配付先

内外研究機罪各大学
各試験場その他

同上

147冊



国外よりの寄贈図書及び報告渠

購 入 図 書 難 誌
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ⅤⅠⅠ新設の研究施設

昭和 27年には新設の研究施設として,毒矢のような実験室その他ができ,班

下それぞれ述べるような研究横器が備えつけられた｡すなわち静岡県当局の好

意によって電子轟徴鏡,Ⅹ線の両実験室及び図書室を含む 71坪余の二階建鉄

筋コ-/ク1)-トが建設され,また国費によって化学及び光学,ショウジョウバ

エ飼育の各実験室及び恒温宝を含む約 110坪の二階建鉄筋コ-/ク1)-71がたて

られた｡さらに別に国費によってガラス張 り,26坪余の調節温室が建設され,

一方日本専売公社の好意によって 46坪の温室が作られた｡これらは いずれ

ち,いままで研究に必至の設備として,強 く望まれていたものであるだけに,

これらを駆使して進められる今後の研究には大 きい期待がかけられる0

電 子 顕 微 鏡 実 験 室

これには電子顕欲鏡をはじめとして,超遠心分離横,ウルトラミク.IT1-ム,

真峯ポンプその他が備えつけられた｡この実験室では遺伝学者の立場から生物

の微細構造やバイラスその他の研究が進められる予定であるO

写真 2新築図書室及び電子顕徴鋲その他実験室外観
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光 学 及 び 化 学 実 験 室

ここには近 く入るべき精巧な分光光度計をはじめとして,色沢計,紫外線発

生装置,真峯ポンプその他が備えつけられている｡この実験塁で主に行われる

べき研究は,動植物の生化学に関する遺伝研究である｡

微 生 物 実 験 室

この実験室には,紫外線殺菌装置,培養恒湿器,ミクT]マ-プレ-タ～その

他が備えつけられ,細菌,菌その他の微生物の遺伝学的研究がとり上げられよ

うとしている｡

Ⅹ 線 実 験 室

ここには2万ボルト,3万乃至7万5千ボルト 及び8万乃至 20万ボルト

のⅩ繰発生装置をはじめ,イオ-メーク-,紫外線発生装置及びガルバノメー

ターその他が備えられた.この実験室では各種動植物の放射線遺伝学的研究が

行われる｡

恒 温 皇

これは厳密な温度処理を要する実験のために作られたもので,性能の高い冷

凍装置と暖房装置を備え,あらゆる湿度処理に関する実験に利用されようとし

ている｡

ショウジョウバエ飼育実験室

本研究所には,ショウジョサバェの多数の系統が飼育され,遺伝学的研究の

材料として活用されているが,その飼育は,特に盛夏と冬期において困難であ

った｡本実験室は,恒温装置を備えて常に一定の最適温度を保つことができる

ので,上のような困難は克服され,ショウジヲウバェに関する遺伝学的研究は

ここにさらに新たな飛躍をしようとしている｡

調 節 温 室

これは動植物を一定の温度,湿度,及び射光条件の下に飼育栽増し,発育及

び生長に関する生理遺伝学的研究を行 うために設計されたものである｡ト1)オ
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ソ,エアーテソプ,ハイ ドロサームその他の施設を備え,温度,湿度及び光線

の照射 の調節は自由であるので,今後逐次新 しい研究方向の開拓が期待され

る (写真参照)0

写最3 調 節 温 室

温 室

本館の裏,南側峯地に,日本専売公社の好意によって作られたこの温宝には

本研究所でとり上げている,タバコに関する各種の研究の材料を始めとして,

各種の材料植物が栽培きれる予定である (写真参照)0

温
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VIII実 験 .圃:し∴場

四場面棟 5町1反歩 (輯5町歩,水田1反歩)

圃場別面積及び載噂植物

団香名

西一番固

西-I: 〟

西三 〝

グ

ケ

〃

7
こ
て

三

東

東

京

積

坪

ケ

〝

〝

〝

〝

〝

ク

〝

面

-00

--0

--o

m

27-0

1-00

28-0

2--｡

-

1

1

栽堵植物

一段作物

q

〟

宿根性植物

未耕地

一段作物

桑樹及び一際作物

一股作物

桑 樹

主な研究用赴堵相物

コムギ.-ジローブス.オオムギ. ミズイネ.オカイネ. ナス. トウガラシ.ジこ

ヤ.セキテク,ナデシコ.スイパ.メラン ドリウム.アサ.クワ. クヌギ. スイカ

(三倍性).マクワウリ (四f瞥陸),ダイコン (四倍性).サ トウキビ.パyジー.アル フ

ァル ファ.タバ コ

圃場配捷稜草

案六番団に桑樹植付完了

調節温室 (26坪)12月28日竣功

温室 (46坪)12月31日竣功

･実験用植物の蒐集及び保存

サクラ, ツバキの各種の品種の蒐集及び保存

ⅠⅩ 実験材料の蒐集と保存

,昨昭和 26年度に本年報第2号に掲載した実験材料の各種動植物の各系統は

以後継続して保存してあるが,昭和 27年度においてはさらに次のような系統

の増加及び新系統の蒐集を行った｡
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ラット マウス及び可移植性腫癌

RaetusnorvegimLS

Castle'sblack.Wistar(KingalbinoStrain).Wynepil血-eyedbrownhooded.N

htlL.S ,nLuSCulus

A B72ーap CBA CBH C57BL C57L C58 DBA DBA/2 Dunn'sBradly

Dunn'stau]ess NH SWR Swissalbino So

(Musm比訂〝lusxM.molossclnus) M RS

可移植性腫洩

Ehrlichasc]'testumor MYmousecarcinoma MYmousesarcoma

カ モ ジ グ サ 属

AgropylWWL

A.ciliwe

A.elongatum

A.glaucum

A.obtusiusculum

A.rebens

A.semicostatum

A.tn'ticeum

A.yezoense

A.amurence

A.intemedium

A.sibericum

A.Smithii

A.subsecundum

A.tyichoPhoyum

A.rePens?

A.cristatum

A.iyachycaulum

A.BYiqithsii(orA.

spicatum)

A.scribneri

A.n'paria

A.Smithiivar.molle

ク t2 ボ 菌 類

Ustilagomaydis4116-A U.Hordei 3-2-A

U // 5-a 〟...1

〝 〝 4-24-A 〝

(metbionine-less)

U I/ 5-9 1-a

(isoleucine-Iess)

ア カ パ ン カ ビ繋

Neuyosporacrassa,4-A

U v 8-a

3-6-a

5-2-A

(Pigmentユess)

Neuyospoyacrassa,y-8743-23-4A

(micmCOnidial)

N.tetyasbema,2046
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Ⅹ 庶 務 そ の 他

治 革

国立遺伝学研究所は昭和 24年法律第 146号文部省設置法第 13条に基づ き

設置 され ,初代所長 として北海道大学名誉教授′ト熊拝博士が就任 した｡

以来研究陣客 と研究施設は牢を追 うて垂備拡充 した｡その業積 も内外の関係

学会に発表 された ものが多数 に及んでいる｡なお現在研究中の ものは別掲の と

お りである｡ この 1年に拡充 された主な施設は別に述べたが,それ らをとりま

とめると三欠のとお りである｡

;･･:..ご:川 . ･･.･l･こ.../ ∴ ー : A J ･-- ､.::
電 子 顕 微 鏡 実 験 宝 飯筋コンクリ-ト

放 射 線 実 験 室 ㌢ 〝

化 学 実 験 室 !鉄筋コンク
光 学 実 験 室 〝

恒 温 室

ショウジョウパェ飼育実験室 l "

71

.-
し

1-

･--;I
IJ
1.-
･

-

T

.量

5.｢
ト

昭和27年7副 静岡県補助

昭和27年12月

国 費

温 室 l鉄骨ガラス張 1 46･00坪座 和27年12月 は 謡 売公

組 織 及 び 横 棒

員

員

究研

鶴

官 職i敬 一~ー~一石 l氏 盲一指 ｢ 嘉 ｢壷妄言石
文部教官 1研究第1部長 室 長 l田 中 重 層

研究第2部長 室 長 I/I

研究第3部長 室 長

研究第1部副部長室長

研究第2部副部長室長

研究第3部副部長室長

室長

〝 l室 長

駒

於

竹

酒

肯

辻

熊 揮

井 卓

村

中

井

星

田

清 二

要

一
夫

堆

寛

和

光

儲 淳圭や 12･
農学博士

理学椿士

農学椿士

理学博士

農学博士農学博士 8

2

2

0

2

1

2

1

1

1

1

4

4

4

4

4

5

5

2

2

2

2

2

2

2

BT ~表音【

31

10

31

8

22

7

31

28
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兼任及こヾ客員

官 職 ( 職 名 i氏 名 l学 位

L.･.I:∵ 言 †-.1L:. ..言 上 1工

非常勤研究員

官 職 E 氏 名 1学 位

外国人研究員 ウ ローラ･アリス･クリェンフェル ト

事 務 職 員

職 t 磯

発令年月日 F勝者

25. 8.26 1客員

氏 名 1発令年月日 J備 考
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評 顎 員 会

役 職 名 l 官 公 職 l氏 名 l発令年月日

本 年 皮内退転任職員

官職l職名1氏 名 座 命年月日 喜辞職年月可 備 考

珊教官i研究員〝〝津田 試 三伊藤 太 郎 26. 7. 124. 9.30

27.3.31

27. 9. 1

土 地 及 び 建 物

土 地 捻 坪 数

建 物 総 坪 数 (延)

内訳 本 館 (延)

認 諾歪墨)
公務員宿舎

そ の 他

予

非常勤研究員任命換

帯広畜産大学講師転任

24,524.98坪

1,752.297坪

1,169.91坪

238.479坪

258.25坪

85.64坪

寡 (最近3ケ年間)

年 度 別 l

昭和25年定

昭和26年度

昭和27年定

14,759,000円

17,914,000

20,296,000

2,368,079円

2,700,000

8,8(相,(X氾

註.税関研究費,重要研究費等は科学研究費に含める.



昭
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堆 構 図

(実線は現在を示し,放線は拡充予定を示す)

-rk-~姦…義
庶 務 部

L 十 L

-1･.｢長

L- .会 計 課

施 設 課

厚 生 課

_J｢言古音義毒~ー

- 】垂 亘 重 工ト一十一

r

槙村 研究室

古里研究室
小熊 研究王室

ll._竺 空軍空 軍
【｣ ~高 音 扉盲 壷

･.･･uE･_b:もて..: ､;･川･こLtI･I:

-- i辻 田研究室

研 究第 4部

研究 第 5部

研究 第 6部

研究 第 7部

研究第 8部

研究第 9部

研究第10部

図 書 館 事 務 室
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行 事

2月 9日

2月 21日

3月 29日

4月 25日

〟 〟

5月 31日

6月 26日

7月 22日
7月 29日

8月 4日

8月 16日

8月 23日

10月 25日

11月 6日

11月 8日
11月 21日

12月 19日

見学及参観者

2 月

3 月

5 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

行 事 及 び 人 事 往 来

第10回三島遺伝談話会

第 6回評誘見合

第11回三島遺伝談藷会

日本学術会読遺伝学,育種学合同研究連結･委員会

日本遺伝学会役員会

第12回三島退lz談話会

財凹法人遺伝学普及会謹寄金

夏期講習会

第7回評歳旦会

雑誌 ｢遺伝｣編組委員会

パキスタン,アフガニスクy旅行の講演会

第 1回細菌性ビールスシンポジウム

東海,北陸地区会計課長会議

第 13回三岳遺伝談話会

文部省直轄研究所長会読

たばこ品種改良に的する研究中間報告会

沿津精華高等学校生徒外 61名

お茶の水女子大学々生外 42名

田二万良策高等学校生徒 25名

小田原生物固好会員外 30名

東京玉川大学学生外 81名

三重大学農学部学生外 85名

大阪学芸大学学生外 60名

富士高等学校生徒外 53名

来訪者 (主なる人)

7月 24日 印皮ラミア博士来航 所内施設及び研究綻察の後所員の為に講演

11月 11円 米国原子力委員生物副部長ブルー博士及び原爆研究所遺伝部長マク ド

ナル ド博士来所,所内施設及び研究成窮の絞,各々所員のために講演
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写異5 研究所玄園におけるラミア博士一行

写苑6所長室にて休憩中のブルー(左)及びマクドナル ド(石)両膝士
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附 隷

A 日本等章公武秦野たばこ試験場三島分室

国立遺伝学研究所はタバコ品種改良の基礎研究を日本専売公社から委託され

ている｡これに伴い,日本専売公社は昭和 25年2月に秦野たばこ試験場三島

分室 (たばこ研究室)を本研究所内に設置し,タバコの肥培管理.,収穫,乾燥

鑑定などを担当せしめ,研究遂行上に援助をあたえている｡

た ば こ研 究 室 一 驚

分 室 主 任 田中正雄

室 員 今井最二 川口富次 綾部富雄 川名利子

外 人 研 究 員 F.A.LILIENFELD

委 託 研 究 内 容

課 題 タバコ品種改良の基礎研究

研 究 担 当 者 木 原 均

研究分担項目及び研究三宝

1) 優良形質の本質に関する研究

2) タバコ品種の生理生態に関する研究

3) タバコの種間交雑に関する研究

たばこ研究室,酒井研究室

たばこ研究室

竹中研究室

4) 人為突然変異種の育成に関する研究 梅村研究室,古里研究室

5) グァイラスと遺伝に関する研究

研 究 業 溝

(Ⅰ) タバコの腺毛とその分泌物について (田中正雄)

前年に引継 ぎ,タバコ属野生種 21種及び種間交雑のFl14組合せについて

脱毛の形態,分泌物の特性等を調査した｡毛茸の形態について系統学的に興味

のある点は次の通 りである.

1) Tomentosa亜属中には叉状毛の非常に多い群 ･(N.iomeniosa,N.i0-

meniosifoymis,N･otol,horn)と短毛の非常に少い種類 (N.sylvestris)とがあ
る｡
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2) Paniculata亜属の植物は概して脱毛の発達が悪 く,毛茸のない種類(N_

glauca)があり,また先端に腺のない鞭状の毛茸 (械毛) のみを有する種類

(N.♪aniculata,N.solanijblia,N.ulldulata) も相当含まれている.

3) Suaveole〝S亜属に属するN.gosseiでは短毛の柄が非常に長 く,他の

種薪のものと明瞭に区別することができる｡

種間交雑の F】について毛茸の特性を調査し,両親と比較したところ,叉状

毛,観毛或いは短毛の零度は Flにおいて両親のほぼ中間となり,N.gosseiの

有する長柄短毛は通常の短毛に対し,SudanIIIと幣軟銅溶液によって短毛分

泌物の紅染する形質は青染する形質に対し優性として働 く場合が多い0

(Ⅱ) 中骨歩合と内容成分その他二･三の形巽との関連性
(田中正雄 ･今井鹿二)

中骨歩合 (生菓)と正当価格,乾葉の内容成分･(仝窒素,-コチ-/,ニコチ

ン対仝窒素比,エーテル浸出物,全糖分)微細脈密度及び歩留との関係を調査

し,中骨歩合の増減にともなって葉質がいかに変化するかを探究した｡供試品

種として黄色種 19品種を用い,中骨歩合 (生薬)は昨年,酒井,後藤,井山

3氏によってなされた成績,乾燥歩留は日本専売公社秦野たばこ試験場野田試

験地の成績を引用した｡調査の結果,中骨歩合は耽当価格や乾燥歩留あるいは

-コチ-/対全窒素比との問にかなり顕著で有意な関連のあることがわかった｡

すなわち中骨歩合が減少すると乾燥歩留は増すが,託当価格やニコチン対全窒

素比が低下する傾向がある｡乾燥歩留の増加は葉タバコの生産に非常に有利で

あるが,黄変期中に葉が急乾にならないよう水分の脱却を防 ぐ注意が必要にな

る｡またニコチン対全窒素比の低下は喫味成分中,ニコチンに対する蚤白質の

増量を意味するから,比率の低下に伴って喫味が悪くなり易い｡したがって以

上の傾向は中骨歩合の′トきい品種を耕作し,あるいは育成せんとする場合等閑

に附すことのできないものと考えられる｡

(班) タバコの茸変持続期間に関する研究

(田中正雄 ･今井鹿二 ･川口富永 ･綾部富雄)

菓タバコの乾燥中に起る色沢の変化の中,全責から褐変開始 (集面積のほぼ



91

1/Sが褐変した時期)までの時間 (黄変持続期間)を黄色種の品種別,糞分別

に調査し,瓦当価格及び内容成分との関係を明らかにした.菓分別に見ると,

黄変持続期間は中葉と本葉では大差がなく,中葉,平均 27時間,本集,平均

23時間であったが天葉では極めて短かく,仝黄と相前後して褐変が始まった.

また品種別に見るとデルクレスト,エロ-スペシャルA,401等の優良品稜で

は持続期間が長 く,-1)ソンスペシャル,デキシーブライト 27,大達磨等で

は短かかった｡理論抑 こ考えると,黄変持続期間の長いタバコを火力乾燥する

場合は抱込んた葉の大多数が鮮黄色に固定され,短かい品種では多数の色沢不

良葉殊に褐色葉の混入歩合が多 くなる筈である｡したがって当然の結果として

黄変持続期間と正当価格との問には非常に高い関連が存在することになる｡な

お,黄変持続期間と昭和 26年度産薬の騎分含有量との問には顕著な関連が認

められ:二が,本年度の材料では糖分との関連は下位菓程強 く,上位薬程弱かっ

た｡これらの指炎から講変持続期間を決定する要素が姶分以外に もなお存在

し,特定の品位あるいは上位葉において持続期間の長さに重要な影響を与えて

いることが推定されるO

(Ⅳ)oxford26及び D.S.P.A.各系統の癒傷速度と晶質 (田中正雄)

既往の試作成績にもとづき0Ⅹford26 とD.S.P.A.の立枯病発生率の品

種間差異を調査したところ,産地によってかなり異った結果が得られた｡すな

わち瀬戸内海沿岸地方では発病率の品種間差異が大 きく,その他の地方では遥

かに小さい｡また D.S.P.A.は一般に品質が不良であるとされているが,瀬

戸内trvi:沿岸地方ではかような不評を聞かない.筆者はこれらの原因がどこにあ

るか明らかにするため,水戸,字都官,岡山,鹿児島の各たばこ試験場から系

統を取寄せ,三島系統と共に同一圃地に栽増して形態,癒傷速度及び晶質を比

較した｡癒傷速度と立枯病抵抗性 との間に強い関連のあることは前号ですでに

報告した｡調査の結果は次の通 りであった.0Ⅹford26は癒傷速度に関しては

系統間に有意な差は認められなかったが,形態的には明瞭な差があり,鹿児島

と其他の地方の二系統群に類別することができる.すなわち前者は葉が丸型で

主支脈角度か大きく,中支骨が発達しているが,後者は細型で主支脈角度及び

中支骨が′トさい｡ D.S.P.A.の系鑑は形態的には大差はないが,癒傷速度と
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品質には顕著な差が見られ,この点について岡山,宇都宮と水戸,三島,蕗児

島の二系統群に大別することができる｡すなわち前者は品質優良であるが癒傷

速度は遅 く,後者は品質不良であるが癒傷速度は速い｡なお 0Ⅹford26,D.S.

P.A.とも癒傷速度と晶質との問には負の顕著な関連があり,癒傷の速い系統

ほど品質の低下する傾向が認められた｡瀬戸内海沿岸地方では両品種とも岡山

系統が試作されている事実に鑑み,ききに述べた現象は系統問の遺伝的差異に

よって起ったものと見なすことができる｡

(Ⅴ) 授粉の遅延及び舌花粉による変異の誘発 (田中正雄 ･川名利子)

去雄4日後の苗柱頭に新花粉を配し,あるいは新柱頭に開花7日後の花粉を交

配し,次代における変革の出現状況を戟察した｡父母共にN.tabacum(Bright

Yellow)を供試しT=場合は異常株の出現は極めて少 く,僅かに新柱頭×古花粉

区中に軟葉の色が一時黄色を呈する株が1個体認められたに過 ぎなかった｡し

かし母に N.tabacum (大達磨),父に N,glaucaを供試した場合は次代 (全

部 Fl) に様々の異常株が出現した.その代表的なものは次の通 りである.

(1) 斑入 :葉に不整形で輪郭の明らかな灰緑色の淀を生ずるもの,これは

新鮮な柱頭に新しい花粉を交配して得た次代にも相当出現するが,古柱頭ある

いは苗花粉の使用によって出現率が増大する｡

(2) 葉面異常及び縮葉 :菓面に山脈状の隆起部,あるいは溝状の凹陥部を

生 じ,時には葉全体が縮緬状に萎縮するもの｡

(3) 倭性肥大 :幹は短大となり,糞が厚 く,中肋も太 くなり,粗毛を生じ

てあたかも倍数体のような観を量するもの｡

(4) 細糞 :これには種々の度合があり,葉が僅かに細長いものから極端な

細糸状のものまで包含されている｡また糞先が分岐して ｢びがくしだ｣を思わ

せる場合 もある｡

(5) 花形異常 :花筒が短縮し,花非問の裂片が発達するもの｡雌薬も正常

のものより着るしく短縮する｡

なお,これらの異常は主幹において顕著に認められ,肢芽では次第に特徴が

弱まり正常型に近づく｡古柱頭×新花粉,新柱頭×古花粉の両区を比較すると

異常株の出現率は後者の方がはるかに大であった｡これは恐らく柱頭の保存期
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間よりも花粉の貯蔵期間の方が長かったことに原因すると考えられる｡なお正

常異常株共に形態的には雑種性を示しいずれも完全に不稔であった｡

一昨年大達磨 (新柱頭)×大連磨 (古花粉)の交雑を行い,次代に6本の狂

人を見出した｡その4本からえた稜子を本年播種したところ,苗床中期まで4

-5個体に狂人があらわれた｡しかし定植後はその特徴が消失し,正常株との

区別ができなくなった｡

変異誘発の原因を明らかにするため,さらに試験を続行する予定である｡

(Ⅵ) タバコ属における細胞学的な問題 (フロラ･1)l)ェ-/フェル ト)

NicotiaM SylvestrisxN.tomeniosiformisの雑種と複二倍体を研究した.

耕種 o-5の花粉母細胞第一中期の二価染色体の結合は極めて弛いO-価染色

体は両極の近 くに集まる傾向を示し,そのま 分ゝ裂せずに娘核に入る少数の一

価染色体は核枚に近接し,しばしば分裂して,各両半がそれぞれ両娘核に入る｡

非還元分裂も稀ではない｡雑種は完全不稔性であるが,花粉の中には僅かなが

ら不減数の五大花粉が見出された (1-2%)｡ その数の変異は著しく,開花期

の終 りには殆んどなくなってしまう｡複二倍体の染色体の対合は極めてよいが

1-2個の一価及び1個の三価または四価染色体がしばしば出る.このように染

色体の対合はむしろよいにもかかわらず,蛭堆性生殖細胞は完全不稔性を示した｡

花粉の稔性は高く(86-92%の健全花粉), 各個体の花粉稔性は開花期の前後

を通じて一定であった｡品種ディクシーブライトに複二倍体の花粉をかけて得

た幼植物は,ディクシ-ブライトの自殖植物よりも著しく強勢であった｡これ

らの事実は大体において,他の研究者の報告 と一致する｡

複二倍体の雌性不稔性の原因については, GREENI.EAF はすでに,数個の補

足遺伝子を仮定し, これが複二倍体に集まるために,雌性不稔性を起すと考え

た｡この考えの実験的検討のために,数櫨の交配を試み,雌性不稔性の sylve-

sirisとtomentosiformisを作って GREENLEAF の考えた不稔性遺伝子と他の

遺伝子との問の連鎖を研究しようとしている｡

別の二倍性の種の問に幾つかの交配を行ったが,その目的は新しい複二倍桂

を作って,その育超材料としての有用性をしらべることにある｡
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(Ⅷ) タバコ葉の中骨歩合と菓型に関する遺伝学的研究■

(酒井寛一 ･後藤寛治 ･井山審也)

中骨歩合高 く葉の細長いタバコ品種 ｢ホワイ71ステムオl)ノコ｣と,中骨歩

合低 く円葉型の晶種 ｢ホルメス｣の問に交配をを行い, 両親,Fl,F2及び両

戻し交配群につき,上記両形質の遺伝学的研究を行った｡各群の両形質の平均

値と分散は次表の通りであるO

. : : ~ :I ∴

ホワイトステムオリノコ

ホノレメス

Fl'相

FJXホワイトステムオリノコ

FIXホルメス

F.I

4

5

5

2

5

0

7

5

8

8

7

2

38

63

63

47

58

5

10

9

3

↓

76

38

68

4

0

1

6

Cb

4

7

6

4

3

3

2

7

7

41

5

9

0

8

9

0

3

6

9

8

1

4

38

25

29

お

28

3

10.141n

14.2227

47.4962

57.4716

85.7460

*1951年の実験により,乾宅の中骨歩合と生宅のそれとの問に非常に高い相関のあ

ることが立証きれたので,本数字は専ら生宅より得た｡

**宅型指数とは (宅頂÷中骨全長)×100である｡

***Fl分散は,栽培上の失敗のため計算から除かれた｡

上表の値から,遺伝子の相加的効果による分･散D,非相加的効果による分散

H,及び環境の効果による分散 Eを推定し,また広義及び狭義の遺伝力 (heri-

tability),及び有効遺伝子群数を求めた｡

D IH1 E I広 篭 伝 ㌔ 義 博 管 墓
中 骨 歩 合 *

葉 塾 指 数 ∴∴ 二 1…::;:i ::;;97 ..7;6

*中骨歩合に関する狭義の遺伝力と推定遺伝子群数とは,F3の分析をまって行われる

予定である｡

さらにまた,F各集団で中骨歩合と糞型指数の間の相関を調べた｡

全 相 関 係 数 -0.519榊 (1%水準で有意)

遺伝的相関係数 -0.565

品種の中骨歩合と葉型指数の年次的変異は少 く,中骨歩合 と莫型指数との相
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関は,前年の純粋稜を用いてえた値と,集団及び年次の差異にもかかわらずよく

一致している｡遺伝子の働き方は中骨歩合では負の方向に部分隆性,菓型指数

では正の方向に超優性を示し,後者では有効遺伝子数1対が推定されたが,F望,

及び両戻し交配群の分･布によく適合している｡両形質とも遺伝力は高い値を示

し,選択の有効性は相当高いことが推測される｡

(Ⅷ) タバコ属の細胞遺伝学的研究 IV(竹中 要)

(A)N.gtaueaとN.alatagTOtlP との交配 F-の減数分裂

N.glauca(n-12)に N.alata(n-9),N.わngiflora(n-10),N.plu-

mbaginijblia(n-10)の3稜q)花粉を交配したoN･glaucaxN･alataと N･

glaucaxN.♪lumbaginifoliaでは稜子がえられたが,N.glauca*N.longiflo･

raではえられなかった｡また逆交配である N.alaiaXN.glaucaとN.lmg-

ifloraxN.glaucaでは後のものには結実を見たが,前のものは結実 しなかっ

た｡

撞子から生じた N.glaucaxN.alataと N.glaucaxN.plumbaginifolia

との Flの外形は KosTOFF(1941-43)の記載と一致したo N.longiflorax

〟.gJα〝Cαの Flは初めてえられた植物であると思う｡その外形は,逆交配で

あるN.glaucaxN.longifわraの Flについての KosTOFF の記載と一致す

る｡

N.glaucaxN.alata,N.glaucaxN.♪lumbaginijblia,N.longifbraxN.

glaucaのFlは三者とも花粉母細胞の減数分裂は不規則である｡その帯果とし

て多胞子形成が見られ,稜子を生じなかった.第-中期で, N.glaucaxN.

plumbaginifoliaの Flは 0-4筒の二価染色体数を示 し,2Ⅱ+187の染色体

構成のものが一番多かつた｡N.glaucaxN.alataの Flでは二価染色体数は

0-7箇で,3正+157と 4正+13Ⅰのものが大多数を占めたO また N.わngif-

lora+N.glaucaの Flでは,一価染色体と二価染色体だけのものでは,1-6

笛の二価染色体を示し,68+10Tが多数であっI:が,その外三価乃至八価の染

色体までの各瞳の多価染色体が見られた｡しかもその染色体は多分･に sticky

であり,分裂過程は非常に不規則であった.これは逆交配であるN.glancax

N.hmgUbraFlの KosTOFFの研究にも,また N.hmgifbraの近胤程であ
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るN.?lumbaginifoliaを N.glauL=aに交配した Flでの研究 (KosTOFF,

GooDSPEED,本論支)にも見られない現象である｡多分これは N.kmgifbra

の細胞質と N.g由ucaの染色体との間の親和性が,その道の場合より低いこ

とを示すものであろう｡

上の3粗の交配の Flにおいて,複糸期或は移動期に少数の染色体が端部を

もって軽 く接着すること,及び第-後期以後に染色体椿を示すことを,第一中

期の二価染色体の存在と併せ考えるとき,N.ah7ia,N.plumbaginifolia,

N.kmgifbraの三者とN.glaucaとの間には少数の染色体に部分相同がある

ことが推察される｡

(B) N.tabacu州･土地3種との交配 Flの救 分裂

N.iabacum(n-24)×N.sylvestris(～-12),N.tabLmLmXN.glauca(n-

12),N.glutinosa(n-12)×N.tabacumの Flの外部形態は KosTOFF(1941

-43)その他の人々の記載と一致する｡

N.tabacumxN.sylvestrisFlの花粉母細胞第-分裂中期の染色体構成 は

3Ⅲ+9正+9Ⅰが最大多数であることはすでに略報したO これは KosTOFF(1941

-43)の研究とはぼ一致する.すなわち N.tabacum を構成する2のサブゲ

ノム Sylvestrisとtomentosa系のもののうち,後者にもsylveslrisゲノム.と

和合するセミホモロガスの染色体が,およそ3箇あることを推察させる｡

N.tabacumxN.glauca･Flの減数分･裂では 12-24笛の一価染色体,3-

10箇の二価染色体,0-4筒の三価染色体を観察した｡このことから N.laba-

cumの2のサブゲノムとN.ghZuCaのゲノムとの間には多数の相同または半

相同の染色体が存在することが知られる｡本雑種の第一中期の状態はKosTOFF

(1941-43),SARANA(1939)の研究とほぼ一致しているが,第二分裂が一般に

省略される特異現象の存在することを役等は指摘 していない｡

･N.glutinosaxN.tabacumFlの減数分裂では 1-7筒の二価染色体を見た

が,そのうち 2-6筒の場合が多数で,しかも4筒のものが最大多数 で あっ

た｡それはKosTOFF(1941),MuNTZING(1935)の記載と一致するO上のことか

ら,N.tabacum の2のサブゲノム間の結合染色体数を考慮に入れても,これ等

両サブゲノムと N.glutiwsaのゲノムとの間には1箇またはそれ以上の相同

または単相向の染色体があるといえよう｡
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(C)N. Lqu(ルe〃le,It.<と他種との交配3組合せの FLの滅欺分裂

N.suaveolens(n-16)と N.gossei(n-18),N.alata(n-9),N.km-

gifkwa(n-10),N.plumbaginifolia(n-10) の4種との間に正逆交雑を行

った｡ N.suaveolcnsxN.gosseiの正道両交新では常に容易に発芽する稜子

がえられたが,他の6粗の交雑では N.suaz)eolensxN.lmlgifkwa,N.suaveo-

lensxN.blumbagim'foliaの両交雑のみ,辛じて種子をえた外はすべて失敗に

経った｡

N.suaveolensxN.gosseiFlの花粉母細胞減数分裂の研i'jLL:から,第一中期

に0-4筒の一価染色体を見たが,その大多数は 0-2笛の一価染色体を もつ

ものであったOつまり2山+14Ⅱ,llu+15止+1T,16止+27 の染色体構成のも

のが多数であった｡しかしこのタト 相当数の多価染色体が見られたし,第-徳

期においては多数の染色体椿が観察された｡このことから N.suaveolensと

N.gosseiとの染色体の遺伝子座には,ある程度の転座関係が存在するといえ

よう｡

N.suaueolensxN.longijlora,N.suaueolensxN.plumbagim'folia Fl

の減数分･裂の研究は KosTOFF(1941-43)の研究とよく一致して,前者では 0

-3筒,後者では O-4筒の二価染色体が見られ,残 りの染色体は一価であっ

た｡そして耐雑種とも 1皿+24Tの染色体構成のものが,相当多かつたから,

N.suaveolensの 16箇の染色休と N.longifk)ra,N.plumbaginijbliaの各

10箇の染色体との間には,相当長い部分相同の染色体が1粗,あるいはそれ

以上あると考えられる｡

N.suaveolensxN.kmgifkvaFl の花粉母細胞において,減数分裂の完成

する前に,ほとんど総ての花粉母細胞が死滅してしまうこと,及び減数分裂の

早期に嫉耗細胞が異常に発達することの理由は,はっきりとは決定できなかっ

た｡

(汰) Ⅹ線照射によるタバコの突然変異 (松村清二 ･藤井太郎)

Nicoiianasylvesiris(n-12)及び N.labacum (黄色稜,BrightYellow

及び DixieBright101)(n-24)の休眠種子に,180KVP,3mAの硬Ⅹ線を

5,000-50,000r肘.射 した.N.sylvestrisは 15,000r月(i,射区でわずか発芽 し
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たが,それ以上では発芽 しなかった｡黄色種でもBrightYellowの方がDixie

BrightよりもX線に対する耐容が高い｡20,000Y .TK哨寸でともに発芽が遅れは

じめ,30,000rl朋寸ではさらに発芽が不揃いとなるが発芽率は低下しないOそ

れ以上になるとさらに発芽が遅れるだけでなく,その率さえも悪くなる｡Dixie

Brightの 50,000r照射では,わずか6%の発芽 にす ぎなかつI=｡fr:ght

Yellow に関しては2年卜iト 実験が繰返えされたが, ほぼli.l様の結果なえた｡

処珊櫨子から成育した各個体 (Ⅹ1)について,PMC成熟分裂の染色体接合

を観察した｡1個体から2-3の花序について調査したものでも,同じ染色体

接合を示 した｡N.sylveslrisでは仝観察数の約 1/4が1回の転座を有する 1ⅠⅤ

+108の接合を示 した｡そのほか11｣+17,11正+17+fr.または24E,23Tの完

全な不接合や部分不接合のものが少数ずつあった｡黄色種では (1-3)IVのほ

か23d+2T,24｡+fr.などがみられたoBrightYellowの方がやはり異常率が

やや低 く,両品種ともに大体,線量と比例 して転座の発生率が増した｡しかし

N.sylvestrisに比し異常率の少ないのは,タバコの染色体接合が観察 し難いこ

とにもよる｡

Ⅹ史の調査から,細葉などの優性突然変異や早生,t･)レコ葉型,ゴマ≡既,黄色斐

柄,淡黄緑薬などの劣性突然変異が発見された｡その他萎縮葉,白色珪藻など

はⅩ1に出現するものがあり,細胞質の異常によるものと思われる｡Ⅹlにおけ

るこれらの異常発生率も線量とともに増 した｡

これらの結果から黄色櫨にⅩ線肘射を行って,突然変異を多数におこさせ,

その利用を計るためには,15,000-30,000γの線量がもっとも適当であろう

(第4回日本育種学会大学に発表)0

(Ⅹ) タバコの三倍体育成について (古里和夫 ･宮沢 明)

黄色種 (Briglーtyellow),バーレ-種 (Judy'spride),及びトルコ撞 くⅩa-

nthi)の各々の品種をコルヒチン処理によって四倍体となし,それらの特性につ

いて調査 した｡次にそれぞれの品種の四倍体を母とし,二倍体を父として交配

を行い,その子孫について調べたところ,Fl植物の各個体間には草丈,着英

数等において著しい差異のあるものを生 じ,三倍体の利用上不便であった｡こ

の理由としては･四倍体の減数分裂における染色体の異常分離が主なる原因と
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みられる｡すなわち正三倍体の外に染色体数の増減を伴った個体がflliじている

結果と考えられる｡

四倍体の花粉母細胞における減数分･裂には二価,四価の染色体の外に,一価

及び三価の染色体の結合が見られる関係から,卵細胞においても同様なことが

行われ,その結果染色体数のいろいろなものが生 じたものであろう｡

多 くの植物では,三倍体を育成する場合には,前記の如 く四倍体に二倍体か

らの花粉を控粉しないと結実 しないが,タバコではこれと逆の方向の交配,す

なわち二倍体に四倍体植物の花粉を授粉しても桂子を容易に得ることが で き

このような方法でえた Fl植物は,前記の場合に比校 して,草丈,葉数等の

個体間の相違が少なく,比較的揃っていたから,三倍体の利用の点からみてこ

の方が有利である｡これはおそらく授精の†賢,正常な染色体数を持った花粉,

あるいはそれに近いものが競争控精によって有利であるためであろう｡この実

験はさらに継続し詳細に検討してみたいと考えている｡
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B 財団法人蓮伝学普及会

(1) ･;% 革

財団法人遺伝学普及会は発足以来 もっぱら遺伝学普及のため,各事業部委員

の協力によりその実方釦こつとめている｡

昭和 26年4月1日 雑誌 ｢通信｣の編集会託を設けた｡

昭和 27年5月1日 財団法人遺伝学普及会 東京事務所を東京都文京区東片町5に置

いた｡

(2) 役鼻及び職員

理 事 小熊 揮,木原均.駒井 草,篠遠善人,竹中 要,秩村清一二

監 事 FTIFfl義轡,LIT口禰輔,和悶文吉

会 長 小熊 梓

常務理事 竹中 要,枚村清二二

評 訴 員 小熊 稗,木原 均,u中義曙,駒井 卓,岡凹 要,和田文書,山口珊

輔,中西勝治,島村 環,竹中 要,森脇大五郎,宮山平八郎

顧 問 稔村真一郎,増井 清

幹 事 塚本盛平,宮沢正夫,杉生純義

梶集委員 篠遠喜入,竹中 要,湯浅 明,山浦 鷺,井上英二

事業部委員 中路正義,平場直秀,西山市I7,濠浅 R札 牧野佐二L.郎,山下孝介,安

澄権八郎,榎本瞥三,酒井寛一･,辻臼光雄,山崎義人,多羅尾四郎,近藤

恭司,久保Fllくら,古里和夫,近藤典生三,佐藤辰水,佐久間信,山田呪次

(3) 行 事

昭和 26年

4月 20日 第2回理事会

U /̂ 第2回評読員会

昭和 27年

2月 8 日 第3回理事会

6月 26日 第4回理事会

7月 2 日 第3回評誘員会

(4) 事 業 概 況

1･ 雑誌｢遺伝｣の編集のため毎月1回東京または三島で編集会議を行った()
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2.遺伝学に関する学習用プレ,:ラ-トの製作を事業部委員に委嘱し希望学

校に頒布した｡

3.遺伝学に関する′J､実験典の改良,新考案を事業部委員に委嘱し,その設

計に基づき製作頒布した｡

4.遺伝学 々習用幻燈スライドを事業部委員の考案により日下試作中｡

5.遺伝学実習用′ト動物及び根物の頒布のため,事業部委員に委嘱し目下見

本を繁噂せしめている｡

C 社団法人全国種鶏遺伝研究会

(1) 渚 革

鶴の産卵能力は近年著しく向上したが,その遺伝様式の科学 的領二明は不充分

である｡高能力鶏を計画的に作出するためにはその生産能力の遺伝に関する基

礎的な研究が必要で,国立遺伝学研究所においても応用遺伝学研究上 これは大

きな課題 として取上げられる性質のものであるが,今直ちにこの研究に着手し

得 る予算的措置が垂っていないので,全国養鶏界の有志が相寄って昭和 25年

9月社団法人全国種鶏遺伝研究会を組織 し,その研究を全面的に国立遺伝学研

究所に委嘱するに至った｡

(2) 組 織

a.会 員

正会員271名,準会員及び賛助会員 42名,外に特別会員 (学識経験者)50名

b.役 員

会長 小熊 揮,STl会長 田中義贋 (種弟遺伝研究所長),米野与七郎 (正会員)

常務理事 中村 竹,外に理事 14名,監事2名

(3) 事 業

a.施 設

連続種鶏舎 1棟 (36.OO呼),筋卵育雛含 1棟 (57.25坪),コロニー発舎 6棟

(18.00坪),住宅 1棟 (21.25坪),

電気筋卵機 1台 (1,500卵入),育離器 3台 (4段式,<タiJ-)
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b.供試鶏異動 (12月 31口調)
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C.研 究 経 過

研究担当者 田中義暦

本牛皮においては主として表型選抜により,WhiteLeghorn 合7♀ 12,

BarredPlymouthRock合2早4の基礎鶏を得て,それぞれの雌雄問で交配を

行った｡各交配における卵字化成債は次の通 りである｡
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これによって得た Flは全部育成した後,無作為に選んだ個体について,産

卵性その他の諸形質に関する調査を開始すると同時に,設備等の関係で飼養を

継続できないものについては,これを正会員に配付して調査を依頼することゝ

した｡

調査を開始してから問がないのと調査個体数がなお少いため,現在のところ

特に見るべきものは現われていない｡

この研究に伴って, `̀卵字化期を異にする個体問の産卵性能比校"及び "産卵

に関する遺伝的性能の早期判定"についても研究を進めている｡

以上の外,本年度は国立遺伝学研究所酒井研究岩及び稔柑研究室の "鶏の競

争に関する研究","棲卵のⅩ線JK1.射実験"の予備調査に協力した.
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